


東に富山湾を隔てた霊峰立山を仰ぐ氷見市は、古くから海の幸、山の幸に恵まれ、人々

の生活の場として、数多くの文化遺産を生み育んでまいりました。それら多様な文化遺

産のなかでも、特に土地に根ざした文化財である埋蔵文化財は、氷見市の歴史◎文化環

境を物語るものとして保存。活用などの措置を講じていかなければなりません。

氷見市内には、現在391の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）が確認されています。大正7年

に発見された2件の国指定史跡、大境洞窟住居跡と朝日貝塚。平成13年に国指定史跡と

なった日本海側最大の前方後方墳、柳田布尾山古墳をはじめとして市内に400基近く確

認されている古墳群。阿尾城跡e森寺城跡ほか、この地域が戦乱の舞台となったことを

物語る多数の中世城郭群。そのほか縄文時代から近世まで、氷見に生きた人々の生活の

痕跡を印す遺跡の数々。これらは、氷見地域の歴史を知るうえで大切に守っていかなけ

ればならないものばかりです。

氷見市教育委員会では、これまで市内に所在する遺跡の発見◎周知に努めてまいりま

した。平成18年度には、平成5年から13年間実施してきた分布調査事業の成果として『氷

見市道跡地図［第3版］』を刊行いたしました。

同書は、教育機関e研究機関へ配布してその活用に供させていただいておりますが、

近年の開発の増加や地域の歴史に対する関心の高まりもあり、市民の皆様、また開発関

係者の皆様により一層ご利用いただけるよう、新たな情報を加えた改訂版として増刷す

る運びとなりました。

本書には、遺跡地図に加え、氷見市教育委員会が過去に刊行した文化財関係の報告書

のリストのほか、氷見市内の指定文化財の一覧や文化財地図を掲載しました。これは、

本書の利便性を高めるとともに、埋蔵文化財だけでなく文化財全般に対する理解を深め

ていただくことを意図したものです。本書が、今後の文化財保護の一助となり、地域の

歴史への関心、理解につながることを願っております。

終わりに、本書の刊行にあたりましては、関係者の皆様をはじめ、多くの方々にご指導、

ご協力を賜りました。この場を借りまして厚くお礼申し上げます。

平成20年7月
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氷見市教育委員会

教育長　中尾　俊雄
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1本書は、富山県氷見市に所在する遺跡（埋蔵文化財包蔵地）の分布状況を示したものである。

2　本書は、平成18年度に氷見市教育委員会が国庫補助金。県費補助金の交付を受けて実施した市内遺跡分布調査e遺跡地図作

成事業の報告書『氷見市道跡地図［第3版］』を改訂したものである。

3　本書の内容は、昭和58年氷見市教育委員会e氷見市立博物館刊行『氷見市文化財所在地図‰1氷見市道跡地図　埋蔵文化

財包蔵地所在地地剛、平成5年氷見市教育委員会刊行『氷見市埋蔵文化財調査報告第14冊　氷見市遺跡地図［第2版］』を基に、

平成14年氷見市刊行『氷見市史7資料編五考古』の情報を加えて再編集し、その後の新発見遺跡e新知見を加筆e修正した

ものである。

4　氷見市教育委員会では、国庫補助金。県費補助金の交付を受け、平野部の分布調査を平成5年度から平成11年度まで7か年、

丘陵部。山間部の分布調査を平成12年度から平成17年度まで6か年、計13か年にわたる市内遺跡詳細分布調査事業を実施して

きた。遺跡地図の内容にはこれら一連の分布調査の成果が含まれる。

5　地図の縮尺は、索引図が100，000分の1、遺跡地図が10，000分の1である。

6　索引図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の50，000分の1地形図を複製したものである（承認番号　平20　北複、第

39号）。索引図作成にあたっては、50，000分の1地形図『氷見』『石動』『虻ガ島』『富山』を組み合わせ、100，000分の1に縮小

して使用した。

7　遺跡地図は、『氷見市国土基本図』（5，000分の1）を、10，000分の1に縮小して使用した。『氷見市国土基本図』は昭和44年

から昭和59年にかけて測量、平成5年に修正e編集されたもので、平成20年度現在の地形e道路状況。土地利用とは異なる点

が多いが、大縮尺で表示できること、旧地形と遺跡の関係を示せることから、あえて採用させていただいた。ご了承いただき

たい。

8　本書は、平成20年6月30日現在までの資料によるものである。

9　記載した遺跡は、これまでに発見された遺跡の他、口承e伝承等によるものを含み、その位置e範囲を赤線e綱点で表示し、

これに遺跡番号を付して一覧表と対応させた。遺跡範囲内に別遺跡が重複して立地している場合は、遺跡内に立地する遺跡の

方を濃い桐点で表示した。

10　遺跡範囲内に遺物出土地点が点在している遺跡では、各地点を赤点で表示し、地点名を付した。また、同一遺跡の範囲が2

か所に分散している遺跡では、「a、b」のアルファベットを付してそれぞれ図示した。

11古墳群e横穴群等については、群を包括する範囲を赤線。綱点で表示した。加えて古墳については、発掘調査e測量調査e

分布調査等で墳丘の位置。形状が確認されているものは黒丸等で図示し、自然地形の可能性のあるものeすでに消滅したもの

等については白抜きで図示した。墳丘の位置e形状は、一部を除き『氷見市史7資料編五考古』に準拠した。なお、これは

墳丘の位置・形状の概略を示したもので、正確な墳丘規模を示したものではない。

12　原則として、開発行為等によって消滅した遺跡についてもその位置e範囲を記載した。

13　遺跡の位置e範囲については、できるかぎり正確を期したが、現状からの推測によるものがほとんどであり、今後の発掘調

査e分布調査等により変更する可能性がある。

－なお、遺跡についての最新の情報は、…氷見市教育委員会生涯学習課に問い合わせていただきたい＿。＿

14　遺跡番号は、富山県e氷見市共通のものである。市町村コード「205」を付すことで富山県が管理する『富山県埋蔵文化財

包蔵地地図』記載の遺跡番号に対応している。

15　遺跡名は、原則、富山県が管理する『富山県埋蔵文化財包蔵地地図』に準拠したが、一部は『氷見市史7資料編五考古』

を参考に修正を加えた。別称があるものについては（）内に併記した。一つの埋蔵文化財包蔵地内に複数の遺跡が含まれる

場合は、遺跡名を「e」で連結して記載し、必要に応じて「a、b」のアルファベットを付して図示した。また、過去に登録

された遺跡名を変更したものについては、旧称を遺跡一覧表の備考欄に記入した。

16　遺跡名のふりがなは、原則、『富山県埋蔵文化財包蔵地地図』。『氷見市史7資料編五考古』に準拠したが、地名を付した

遺跡名のふりがなに関しては、平成12年氷見市刊行『氷見市史6資料編四民俗、神社e寺院』「第15章　地名」を典拠に修

正したものがある。なお複数の読み方があるものについては、慣例的e代表的な読み方を記載した。

17　発掘調査の結果、隣接遺跡に統合されたために欠番となった遺跡については遺跡一覧表の中で欠番扱いとし、旧遺跡名と統
合された遺跡名を併記した。

18　遺跡一覧表中、「NEJJe「KB」を付した遺跡名は仮称である○それぞれ「NEJ」は能越自動車道関連遺跡、rKB」は

一般国道415号（通称、鞍川バイパス）関連遺跡である。既に試掘調査を終え、本調査の必要が生じたものについては正式な

遺跡名を登録したが、試掘調査の結果本調査が不要だと判断された遺跡、平成20年6月30日現在未調査の遺跡については仮称
のままとしてある。

19　略号は、氷見市教育委員会が調査を実施する際、あるいは遺物を管理する際に付したものを記載した。

20　遺跡の時代は、発掘調査が実施された遺跡については、その調査結果から判断される時代、発掘調査が実施されていない遺

跡については、出土。採集遺物から推測される時代を記載した。

また、古墳群のうち未調査のものについては、墳丘の形状e立地から推測される時代を、城郭遺跡等のうち未調査のものに

ついては、城郭遺構の形状e立地から推測される時代もしくは文献資料から推測される時代をそれぞれ記載した。
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21本書に記載した遺跡の範囲内で、 現状を変更しようとするときは、 文化財保護法により届出叉は通知が必要となるので、遺
跡に近接する場合を含めて、 氷見市教育委員会生涯学習課に問い合わせていただきたい。

22　本書の作成にあたっては、事務局を氷見市教育委員会生涯学習課に置いた。事務担当者は以下のとおりである。

平成18年度　課長：東海憬一　課長補佐‥上田和弘　主査：大野究　学芸員：廣瀬直樹

平成20年度　課長：廣瀬昌人　副主幹‥鈴木瑞麿。大野究　学芸員：廣瀬直樹

23　本書の改訂にあたり、平戯9年2月から平成20年6月までの情報を追加した。その改訂内容については、巻末の「瞳訂版選

における改訂内容について」に概要を記した。

24　本書の刊行にあたり、氷見市内指定文化財等一覧。万葉歌碑等一覧e氷見市文化財地図を追加収録した。

25　氷見市文化財地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の25，000分の1地形図および50，000分の1地形図を複製したも

のである（承認番号平20北複、第38号）。なお氷見市文化財地図の作成にあたっては、25，000分の1および50，000分の1の『氷

見市全図』（平成20年3月作製）を原図として使用した。

26　氷見市内指定文化財等一覧。万葉歌碑等一覧。氷見市文化財地図の作成にあたっては、『ふるさとの文化見て歩き　氷見の

文化財　国指定史跡大境洞窟住居跡』（編集‥氷見市教育委員会生涯学習課。発行：氷見市市民部健康課）等、過去に氷見市

教育委員会が編集。発行した文化財パンフレットを基に加筆e修正を行った。

27　本書の作成。編集は、廣瀬直樹が担当し、大野究が補佐した。

28　調査および本書の作成にあたり、下記の方々。機関から多大なご教示eご協力を得た。記して感謝申し上げる。

富山県教育委員会生涯学習。文化財室e富山県埋蔵文化財センターe富山大学人文学部考古学研究室。財団法人富山県文化

振興財団埋蔵文化財調査事務所e氷見市建設課e氷見市史編さん室（～平成18年度主氷見市立図書館。氷見市立博物館。

奥田直文⑳小谷超。小境卓治（氷見市立博物館）e西尾正輝。橋本正春（富山県埋蔵文化財センター）・森越博（氷見市立

図書館）
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遺跡

番号

地図

番号 遺　 跡　 名

「　1

ふ りが な

‡ 竺 1

所　 在　 地 種 別

時 イヨ
主な出土・

採集遺物 備　　　 考

仰山　し／／し○

主 要 文 献

001 4 中波貝塚

（女良貝塚）

なかなみかいづか

（めらかいづか）
中波 貝塚 縄文中期 縄文土器・石斧 ほぼ消滅 35 ・55・58 ・212 ・301

002 7 一夜城跡 いちやじょう 中田
散布地

域館
弥生 ▼戦国 滑石製義歯

上杉勢の一夜の陣跡伝承

地。時期不明の滑石製義歯

が採集された。弥生工器が

散布するというが詳細不日月

50 ・96 ・203・212 ・

283 ・288 ・298 ・306

003 8 虻が島遺跡 あぶがしま 姿字浜 散布地 縄文前期 ・古代

～近世

縄文土器・石斧・土

師器・珠洲焼・石垣

用材

C〉

近世には高岡城石垣の産出

地となる。虻が島は県指定名

勝 ・天然記念物。

58 ・139・153・2 12・

245・288・304

004 8 九殿浜遺跡 くでんはま 姿字九殿 製塩 縄文～中世 須恵器・土師器・製

塩土器
ほぼ消滅。7世紀初めか ら8

世紀初め頃の製塩遺跡
55・58 ・70・9ト92 ・

123 ・155 ・212・288

005 8

大境洞窟遺跡

（大境洞窟住居

跡）

おおざかいどうく

つ
大境字駒首 洞窟 縄文中期～中世

縄文土器・弥生土

器・須 恵 器・土 師

器・中世 陶器・人

骨・獣骨・石棒・骨

角器

　ヽ　　　　：皿　、　　○

国指定史跡 （大 11．3．8 ）。大

正7年発見、同年発掘調査

実施。この調査は日本初の

洞窟遺跡の発掘調査 として

知られる。発掘調査では縄

文中期か ら中世まで6層の

文化層を確認。

2～11・15・17・23・

24・26 ・30 ・35・38・

40・45 ・54 ・55・58・

59・66 ・67 ・86・92・

99・107・110 ・134・

148 ・153 ・18 1・19手

202・212 ・217・262・

288・300・309・320・

352・363

006 12 脇方横穴群 わきがた 脇方字丑が端 横穴

中世墓
飛鳥白鳳 ・中世 直 刀・須恵 器・管

玉・切子玉・人骨

8基を確認。8号墓から飛鳥

白鳳時代の人骨9体、中世

の人骨6体が出土。

34 ・44・49 ・54 ・55・

58 ・92・126 ・212 ・

271・288

007 12 字波庚申塚
うなみこうしんづ

か
字波 塚 不明

ほぼ消滅。高杯 などが出土

し、石造物があったという

が詳細不明。

石室をもつ1号墳（円墳か）と

2号墳（円墳） 1号境はほぼ

96 弓04 ・212

008 12
字波古墳群 うなみ ・うなみじ 字波字字波 古墳

古 墳 後 （1号 噴

く　　ノ亡く　ヽ　′
人骨一体分・直刀・

ノ　　　　ー　　ロ
1・49・54・55 ・58 ・

・字波神社遺跡 んじゃ 宇波神社境内 散布地 は6世紀後半）・

中世

須恵器（提瓶・施）・

石造物

○消滅。石室石材神社境内に

有り。石造物が集積される。

9 2・96・126 ・153 ・

204 ・212・225・307

009 12 泊洞窟遺跡 とまりどうくつ 小杉 洞窟 縄文早～前期か 人骨・土器片 鍾乳石に張り付いた人頭蓋

骨が出土。
84 ・105 ・120・212・

303 ・339

010 7 長坂貴船遺跡 ながさかきふね N K 長坂字前田 集落 縄文中 ・後期
縄文土器・石鉄・石

斧
一部現状保存 58・89・153・212

011 2 ・6

荒 山城跡（a　樹

形山城跡）・石場

山城跡（b　柴峠

城跡）

あらやまじょう（ま

す がたやまじょ

う）・いしぼやま

じょう（しぼとうげ

じょう）

小 滝字奥 山割 ・

石川県中能登町
城館 戦国 旧称荒山砦跡。荒山城跡は

中能登町指定史跡。

50 ・86・96・97・167・

17ト203・212 ・283 t

288 ・309

012

013

6

7

尾端城跡

（尾花城跡） おばなじょう

H H M

M D J

角間 伝承地 中一世

縄文土器・石器

「オバ ンジ ョ」とよばれる

城郭伝承地。堀切状遺構 を

確認。

『得田文書』にみえる城郭。

富山県西部における縄文後

期前葉の標式遺跡。

ほぼ消滅

50・96 ・212

白河城跡 しらがわじょう 白川字出崎出 城館 南北朝 ・戦国 50・54 ・58 ・96・203・

212 ・283・288

55・212
014 11 磯辺明円遺跡 いそべみょうえん 磯辺北山 散布地 縄文

015 10 一刻前田遺跡 ひとはねまえだ 一勿U字前田 集落 縄文中・後期 縄文土器・石鉄・石

斧・挟状耳飾
44・55・66 ・92・183・

212

016 10 懸札上ノ前遺跡 か けふ だかみの

まえ
懸札字上ノ前 散布地 縄文中～後期 縄文土器 55・212

017 10
懸札宮ガ谷内遺

跡
か けふだみやが

やち
懸札字宮が谷内 散布地 縄文中～後期 縄文土器・石鉄

珠洲焼・土師器・白

55・212

018

019

020

021

022

14

11

15

15

15

高塚遺跡

森寺城跡

たかつか

もりでらじょう

余用字片畑

森寺字城 山 ・吉

伝承地

城館

城館

古墳

横穴

中世

戦国

戦国

古墳

飛鳥白鳳

城郭伝承地だが城郭関連遺

構は確認できず。

中心部分は市指定史跡 （昭

48．1．30）。主郭 に石垣 を多

50・72・212

50 ・54 ・587 3・92・

86 ・147 ・199・203・

（湯山城跡）

海老瀬城跡

（ゆやまじょう）

えびせじょう

滝

余用字 田地 ・森

磁・瀬戸美濃・鉄釘

直刀・管玉・須恵器

旛 （13号噴 出土遺

物）

人骨2体

用した氷見市最大規模の山

城。発掘調査で空堀、石敷

き通路を確認。

織豊期城郭の縄張 りをも

2 12・274・280・283・

288・305 ・309 ・325 ・

327・345 ・346

50 ・54 ・72・144 ・

（月夜城跡）

指崎向山古墳群

阿尾瀬戸ヶ谷内

横穴群

（つきよじょう）

さっさきむかいや

ま

あおせとがやち

寺字海老瀬

指崎字向山

阿尾字瀬戸 ヶ谷
内他

つ。

前方後円墳1基・円墳8基 ・方

墳1基。S24、群 中の1基 （13

号）の発掘調査で木棺、礫床

を確認。13号境は消滅。

4基を確認。消滅。

203・2 12・283・288・

3 14・344

32・40 ・54・55・92 ・

126 ・204 ・212・225

55・58 ・125 弓3ト

212 ・271

023 15 阿尾遺跡 あお 阿尾 散布地 弥生・古墳 弥生土器・須恵器 20 ・55 ・58・190 ・212

024

025

026

15

15

15

阿尾城山横穴群

（a・b ）

阿尾城跡

阿尾島尾山砦跡

あおじょうやま

あおじょう

あおしまおやまと

りで

A O J

IT

阿尾城山

阿尾字島尾 ・城

横穴

城館

中世墓

飛鳥白鳳

弥生後・中世～

ヽ

須恵器（提瓶・墟）

・金環・刀子

弥生土器・珠洲焼・

土師器・瀬戸美濃

阿尾城の北側 に1基、南側

に4基 を確認。南側 にはさ

らに複数存在か。

県指定史跡 （昭40．1．1 ）。戦

国末から近世初頭にかけて
菊池氏が居城。城跡西麓の

34 ・54 ・55・58 ・92 ・

212 ・271・288

20・22・29 ・40 ・50・

54・58 ・78 ・86・92・

96・151・153 ・164・

山

阿尾字島尾

散布地

城館

近世初頭

中世

辰
等

縄文土器・石斧

中世墓より出土 した珠洲焼

「鳥樹文壷」は石川県指定考

古資料。

旧称三角 山城跡。一 部破

壊。

190 ・19 1・203・2 12・

283・288・305・309・

316 ・318 ・3 19・325

50 ・131・170・203・

212・283

027 13 一ノ瀬遺跡 いちのせ 一ノ瀬番場 散布地 縄文中～後期 ほぼ消滅 44 ・55・82 ・212

－58－



遺跡

番号
地図

番号
遺　 跡　 名 ふ りが な 略 号 所　 在　 地 種 別 時　　 代

主な出土 ・

採集遺物 備　　　 考 主 要 文 献

028 1 5
稲積 三 ツ屋 前遺

跡
い なづ み み つや

まえ
稲積 三ツ屋前 不 明 古代 詳細不明 212

02 9 1 5 稲積城跡 いなづみ じょう 稲積城 が峯 城館 南北 朝
『得 田文書』『天野文書』にみ

える三角山城に比定 される。
50・74・20 3 ・212・

28 3・28 8・3 10・36 5

0 30 14 ・15 木谷城跡 きのたにじょう 稲積字木谷 ・余川 城館 南北朝
加納蛭 子山古墳群 （150）に

本城 に関連す る可能性のあ

る防御遺構有 り。

50・54 ・72 ・74 ・20 3・

2 12・283 ・28 8・310

0 3 1 18 加納 中程経塚
か の うなか ほ ど

きょうづか
加納 字中程 経塚 不 明

加納八 熱宮背後の丘陵が伝

承地 。加納南古墳 群（327）の

調査では平坦面のみを確認。

2 12・226

0 32 15 加納横 穴群 かの う K A Y O 加 納字蛭子 横 穴
古墳 後～飛鳥 白

鳳

須恵 器 （杯 ・提 瓶 ・

高杯 ・施 ・台付長頚

壷 ・横 瓶 ）・刀 子 ・

金環 ・勾 玉 ・切子 玉

・管 玉・小玉 ・人骨

市 指 定 史 跡 （昭48．3．10 ）。

横 穴88基 を 確 認。群 中3

基 で発 掘 調 査 を実 施 （昭

29 ・40 ）。遺跡 範囲 内に時期

不 明の石切 り場跡有 り。

12・34・40 ・42・54・

55・57 ・60 ・62・63・

76・92 ・94 ・212 ・

2 13・27 1・288 ・29 7・

3 11

0 3 3 14
中村 城跡

（中村 山城跡 ）

なかむらじょう

（な か む らや ま

じょう）

中村 字粟屋 山 城館 戦国

竪堀 を多用 した縄張 りをも

つ。氷見 地域 にお ける上杉
支城の典型。

50・55 ・53・92・14 4・

15 7・20 3・2 12・28 3・

28 8・35 8

0 34 17
小 久米番 場谷 内

遺跡

お ぐめ ば ん ぼや

ち
小 久米番場谷 内 散布地 古代 ・近世

須 恵器 ・土 師質 骨

嚢
消滅 212

0 3 5 13 谷屋 A 遺跡 たにやえー 谷屋 伝承地 古代 ・中世 「上 坊 寺」とよば れ る寺 院

伝承 地。
54 ・212・3 1 1

03 6 17 小 久米B 遺跡 お ぐめび－ 小久米 不明 不明 詳細不 明 212

03 7 17 中村天場 山古墳
なか むらてんぼや

ま
中村字天場 山 古墳 古墳前期

前 方 後 円 墳1基 （前 方 後 方

墳 の可能性有 り）

126 ・14 9・17 4・18 8 ・

212 ・21 3・22 5

03 8 14 余川片畑遺跡 よかわかたばたけ 余用字片畑 散布 地 古墳 須恵器魅 ・土 師器 129・15 3・212

03 9 18 泉中尾廃寺跡
いずみなかおはい

じ
泉字 中尾 寺院 古代 ・中世 金銅 仏

出土金 銅仏 （金銅宝 冠阿 弥

陀如 来坐像）は市 指定工 芸

品。平安 時 代後 期 の作 。同

時期の古代寺 院が所在 か。

53・54・12ト16 5・

212・26 6 ・29 6 ・31 1・

330

04 0 18 領毛 A 遺跡 りょうげぇー R Y O A 泉字領毛 散布 地 縄文 ～古墳 石器・須恵器・土師器 212 ・30 7

04 1 18 領毛 B 遺跡 りょうげび－ 泉字領毛 散 布地 古墳 須 恵器 ・土 師器 212 ・30 7

0 42 17 ・18 泉古墳群 いずみ 泉 字領毛 古墳 古墳 中～後期

水 晶切子玉・ガラス

小 玉 ・管 玉 （9号 墳

出土品）・人骨勾 玉

・小 玉 ・直 刀 ・鉄 鉱
等 （17号墳出土品、

関東大震 災で行方

不明）・須恵器

前方 後方 墳1基 ・円墳 19基 ・

方墳5基。1号墳 「高塚」は長

径43m の大形 円墳 。

大 正 年 間 に9号 墳 「鶏 塚 」

・17号 墳 「鶴 塚 」で発 掘 調
査。7号墳 「猫 塚 」で明 治末

年 頃開墾 にて遣物が出土。

53～55・92 ・12 6・

212 ・213 ・22 5 ・28 8 ・

30 7・3 11

0 43

0 44

04 5

04 6

0 47

0 48

0 49

05 0

05 1

17

17

17

17

14

18

18

17 ・18

18

小 久米A 遺跡

小 窪瓦窯跡

小久米 A 古墳群

小浦城跡

（池田城跡）

余 川寺 ヶ谷 内遺

跡

お ぐめえー

お くぼがよう

おぐめえー

こうらじょう
（いけだ じょう）

よかわてらがやち

なかお

なか お しん ぼ や

O G M

－A

O K N

ーA

小 久米字諏訪平

小窪

小久米

小久 米字池 田・久

目・日詰

余 用字寺 ヶ谷内

集落

窯

古墳

城館

散布地

縄文 ・弥生末 ・中

世

古代

古墳後期

南北朝 ・戦 国

古代 ・中世 ・近世

弥生土器 ・石器 ・珠

洲焼

平瓦 ・丸瓦

直刀 ・須恵器

須恵器 ・珠洲焼 ・肥

前陶磁 ・越 中瀬戸

黒色土器 ・土師器 ・

弥 生時代 終末 期 の集落 跡。

竪穴住居4基 を確認 。

小 窪廃寺 （094 ）に瓦 を供給

した瓦専用 窯。7世紀 末～8

世 紀前 半頃の操 業。段 床 を
もつ地下式管窯。

円墳 2基

南北朝期か ら天正 13年 まで

改変 され なが ら利用 。城 下

集落が存在か。

遺 跡 の あ る寺 ケ谷 内 に は

「高 塚廃 寺 跡」の伝 承が あ

るが遺跡 との関係は不明。

95・10 2・153 ・188 ・

212 ・295

4 3 ・54 ・92・11 1・

113 ・122 ・17 6・210・

212・24 2・26 6・28 8・

29 5 ・33 9

40 ・54・55・95 ・12 6 ・

212・2 13・22 5・33 4

5 0・54・7 1・92・13 0・

13 2 ・20 3 ・212・28 3・

288 ・29 5・33 4

72 ・92 ・129 ・15 3・

16 2 ・212

中尾横 穴群

中尾新保 谷内遺

中尾字寺尾

中尾字寺尾

中尾字茅戸

沖布字引畑

横 穴

集落

城館

散布 地

飛鳥 白鳳

古代 ・中世

南北朝 ・戦国

弥生後期 ～古代

伝 承 で は2基 開 口。試 掘 調

査 では確 認で きず。

旧中尾坊田遺跡（254 ）を統合。

古代の耕作痕、13世紀頃の掘

2 12・213 ・220 ・27 1・

3 11

5 3・16 5・20 8 ・212 ・

22 1・230 ・23 4・23 8・

跡

千久里城跡

沖布 A 遺跡

ち

ちくりじょう

おきぬのえー

珠洲焼 ・木製品

土 師器 ・鉄釘

弥生 土器 ・土 師器 ・

須 恵器

立柱 建物 ・井戸、15世 紀後 半

以降の溜池状 遺構を確認。

発 掘調査 で は土坑 ・石敷 き

を検 出、戦 国期の堀 改修 を

確 認。

火 葬 骨 が 納 め られ た珠 洲

焼 壷 出土。墓 群直 下の行 田

池 より土師 器 ・珠 洲焼 ・石造

物 等多 数 出土。上 目寺 境 内

には市 指定 民 俗 資料「長沢
筑 前 寄 進 の石 仏 群」（西 国

三十三所観 音石仏群）をはじ

め、多数の中世石造物有 り。

全 長43m の前 方後 円墳1基。

石 室 と埴 輪 を有 する。昭和

27・47年発掘調査、消滅。出土
品は市指 定考 古 資料。近 接

する南 部中学 校敷 地に30m

級 の円墳が所在 したというが

すでに消滅 （朝日坂尻古墳）。

253 ・25 8・25 9・26 6・

296

50 ・53・54・13 2・

14 1・144 ・153 ・20 3・

212・28 3・26 5 ・26 6 ・

28 8 ・296 ・310

42 ・55・212

0 52

0 53

0 5 4

05 5

1 8

18

18

18

鞍川金谷遺跡

上 目寺中世墓群

朝 日水源地遺跡

朝 日長 山古墳

くらかわか なや

じょうにちじ

あさひすいげんち

あさひながやま

K R K K 鞍川 川下

朝 日本町

朝 日丘

朝 日本町 （長山）

散布 地

中世墓

寺院

散布地

古墳

縄 文 中期 ・弥 生

後期 ・古墳

古代・中世 ・近世

縄文中～晩期

古 墳 （6世 紀 前

葉）

縄 文 土器 ・弥 生土

器 ・土 師器 ・須恵器

須恵器 ・珠洲焼 ・土

師器 ・石 造物 ・人骨

縄文土器 ・石器

須恵器 ・土師器 ・直

刀 ・鉄鉾 ・杏葉 ・冠

帽片 ・胡鍾金具 ・管

玉 ・埴輪

55 ・82・92・16 5・212

4 6・92 ・164 ・18 0・

20 1・212

5 7・212

39 ・54・55・60 ・68 ・

92・98・126 ・14 5 ・

14 8・16 3・20 7・212・

216・22 5 ・26 8 ・28 8 ・

29 7 ・335

ー59－



遺跡

番号

地 図

番号
遺　 跡　 名 ふ りが な 略 号 所　 在　 地 種 別 時　　 代

主 な出土 ・

採集遺物
備　　　 考 主 要 文 献

056 1 8・19 朝 日貝塚 あさひかいづ か A SK 朝 日丘
貝 塚

集落

縄 文 前 期 ～ 晩

期 ・弥生～ 中世

縄 文土 器 ・弥 生土

器 ・土師器 ・須 恵器

・石斧 ・石鉄 ・石棒 ・
石冠 ・土偶 ・骨角器

・人骨 ・獣骨

国指 定 史 跡 （大 11．3．8）。大

正7年 発 見。大 正13年 の 発

掘調査 で国内初例 となる炉

を もつ 住 居 跡2棟 を検 出。

硬玉 製大珠 （国指定考 古資

料 ）出土。縄 文 時代 前期 か

ら中世 にわたる複合 遺跡。

13・14・16・18・21・

24・25 ・28 ・33・36・

37・40 ・45・54・55・

58・60 ・85 ・90・10 0・

10ト10 9・110・153 ・

16 5・166 ・16 9 ・17 2・

17 7・18 1・20 7 ・212・

24 0・24 5・26 2・26 8・

28 8・30 1・32 0・35 5・

35 6

0 57 19 岩上遺跡 いわね IN 伊勢大 町 ・本 町 散布地
縄 文 前 期 ～ 後

期 ・弥生～古代

縄 文土器 ・土師器 ・

須 恵器 ・石鉄 ・石包

丁 ・瓦塔

27 ・85 ・92・16 5・

16 9・177 ・212 ・24 5

0 58 1 9
伊勢 玉神社 中世

いせたまじん じゃ 伊勢大 町
散布地 縄 文 ・古代 ・中世 縄 文 土器 ・石器 ・須 五輪塔 を伴 う土坑内か ら火

92 ・212・28 8某群 中世墓 ・近世 恵器・珠洲 焼・瀬戸・

近世 陶磁器・石造物

葬骨 と古銭 を納 めた蔵骨器

（珠洲焼 壷）出土。

059 1 5 稲積三屋野遺 跡
い なづ み み つ や

の
栄 町 散布地 古代 ・中世

須 恵器 ・土 師器 ・珠

洲 焼 ほぼ消滅 62 ・74 ・212

06 0 2 3 柳 田遺跡 やないだ 柳 田 集落
縄 文 ・弥 生後 期

～古墳

弥生土器 ・土師器 ・

須 恵器 ・製塩 土器
47・55・60 ・92・16 0 ・

212 ・268 ・288 ・315

06 1 2 3 窪経塚 くぼ きょうづか 窪 経塚 近 世 一字一石経
通称 「一本松 」。一字一石 経

が出土 したとい うが消滅。
86・2 12・22 6・32 2

06 2 18 荒館A 遺跡 あらだちえー 十二 町荒館 伝 承地 中世

城郭伝 承地。丘 陵頂部 に平

坦面があ るが 明確 な城 郭関

連遺構 は確認 できず 。
212

06 3 22 万尾遺跡 もお M O N 万尾字二俵 目 散布 地 弥生 後期 ～近世 土 師器 ・須恵器 ・珠

洲焼 ・近世唐津 156・16 8 ・212 ・268

06 4 18 ・22 坂津横穴群 さかづ‘
十二 町坂津 字

新が谷 内
横穴 飛 鳥白鳳

須 恵器 ・土 師器 ・直

刀 ・金環 ・銀環 ・人骨
36基 を確認、3段 に分布。 1・34 ・40 ・54・55 ・

212・27 1

06 5 22 久津呂城跡 くず ろじょう 下久津 呂字城 城館 戦 国 50 ・132 ・154 ・20 3・

212・28 3・268 ・288

06 6 22 上久津 呂A 遺跡 かみくづち えー 上久津 呂字前 田 散布 地 古代 須 恵器・土 師器 6ト156 ・21 2・26 8・

28 8

06 7 2 1 鉾根経塚 ほこねきょうづ か 鉾根 経塚 不 明 唯 明寺背 後 に 「経塚 」とよ

ばれる壕有 り。詳細 不明。 212・22 6

06 8 20 桑ノ院富谷遺跡
くわのいんよした

に 桑院字書谷 散布 地 縄文 中期 縄文 土器 ・石器 55 ・7ト13 0 ・212

0 6 9 20 久 目経塚 くめ きょうづか 久 目 経塚 近世 多字 一石 経
触 坂 古 墳 群 （335 ）と重 複

か。多字一石経 が出土。 130・212・22 6 ・266

0 70 15
稲 積西 ケ谷 内遺

跡

い なづ み に L が

や ち

K ZR H

Y N I

稲積西 ケ谷 内 散布地 奈良 ・平安 ・中世
須恵器 ・土師器 ・珠

洲焼

城跡 の所 在す る三千坊 山に

天台系寺 院の伝承有 り。

74 ・114 ・127 ・12 9・

15 3・212

0 7 1 2 2
上久津 呂 ゴタ ン

ダ山遺跡
か みくづ ろごたん

だや ま

上 久津 呂 ゴ タ ン

ダ山
散布地 縄文 ・古墳 石斧 ・土師器

直刀・刀子・鉄 鉱・管

玉 ・ガラス小 玉 ・須

恵器 （高杯 ・提瓶）

212

0 72

0 73

0 74

0 75

0 76

2 9

2 6

22 ・26

2 6

2 2

ニッ城跡 ふたつ じょう
仏生 寺 字 脇 ノ谷

内・高岡市山川・境 城館 戦国 50・212 ・283

惣領古墳 群 そ うりょう 惣領字紅地平 古墳 古墳後期
円墳2基 ないし3基。うち1基 昭

和38年発掘調査。礫床 の埋葬

施設と石室材、副葬品を確認。

析形 虎 口を備 える。城 下集

落が存在 。

旧称矢 ノ方 一丁 田遺跡

丘陵頂部 に円墳状の墳丘、そ

の上に石積みによる塚有 り。

消滅

40 ・54 ・55・12 6・

2 12・22 5・32 8

神代羽 連遺跡

飯久保城 跡

布施人 ケ田遺跡

こうじろはれ

いいくぼ じょう

ふせ はつが だ

神代 字羽連

飯 久保字 向山 ・神

代字 正保寺

布施八 ケ田

散布地

城館

散布地

縄文～近世

戦国

縄 文後期 ・古代

石器・弥生土器・土師

器・須恵器・珠洲焼

土師器 ・越前 ・染付

縄文土器 ・須恵器

55・16 3・212 ・288

5 0 ・54 ・92・13 2 ・

20 3・2 12・224 ・26 8・

28 3・28 8・30 5 ・30 8 ・

3 10・33 6・33 8

1 56 ・212

07 7 2 6
矢 ノ方一丁 自遺

跡
やのほ ういっちょ
うめ 矢万 一丁 目 散布地 弥生末～古墳 弥生土器 ・土師器 55 ・92 ・168 ・212 ・

26 8

07 8 26 堀 田大久前遺跡 はりただい くまえ H O D

S J

S R

H O N

A O S D

堀 田字 大久前 散布地 古墳 ～中世 須恵器 ・土師器 ・珠

洲焼
81・92 ・117 ・127 ・

15 6 ・212 ・268

07 9 22 馬乗 山遺跡 うまの りやま 堀 田山ノ越 散布地 弥生末～古墳初 弥生土器 ・土師器 55 ・11 7・16 0・212

08 0 22 大浦遺跡 おおうら 大浦 散布地 弥生 扁 平片刃石斧 160・212

08 1

08 2

23

2 3 ・27

四十塚遺跡 しじゅうづか 下 田子字 四十塚 集落
縄 文 中 ～晩 期 ・

古墳 ・古代

縄 文土器 ・土偶 ・石

器 ・獣魚骨 ・須恵器

・土師器

縄 文土 器 ・石器 ・土

師器 ・須恵器

44・55 ・60 ・64 ・117 ・

16 0 ・17 2・212・24 5・

268 ・33 2

1 17・13 2・212 ・33 2
多胡城跡 たご じょう 下 田子字 四十塚 城館 中世 「多胡 城 」比定 地 だ が詳細

不明、消滅。

珠洲焼壷 に入った古銭が 出

土。15世紀 と推定。

083 27 田子遺跡 たこ 下田子字瓦場 散布 地 縄 文 中～ 晩期 ・

古代
55 ・117・16 0・2 12・

33 2

9 2・127 ・186 ・212
0 84 2 6 惣領遺跡 そうりょう 惣領 散布地 古墳 中期 ・古代 ・

中世

須恵器 ・土師器 ・珠

洲焼 ・馬歯

085 19 朝 日十字路遺跡 あさひじゅうじろ 朝 日丘 埋納銭 中世 宋 ・明銭 等6，49 5枚

・珠洲焼
212 ・24 8・28 8

0 86 2 6
堀 田 りク リウエ

遺跡 はりたわた りうえ
堀 田字 ワ タ リウ

エ
散布地 古墳～ 中世 須恵器 ・土師器 ・珠

洲焼 ・貿易陶磁 旧称堀 田西谷内遺跡

発掘調査 で古 代の掘 立柱建

117 ・15 3・21 2

0 87 2 3 上 泉遺跡 かみいずみ 上泉 散布地 古墳～ 中世 須恵器 ・珠洲焼 212

0 88 15 阿尾 島田A 遺 跡 あおしまだえー 阿尾字島田 集落
縄 文後 晩期 ・古 須恵器 ・土師器 ・珠 92・13 1・13 5 ・170 ・

ーA 代 ・中世 洲焼 ・貿 易陶磁 物等 を確認 。 212

0 89 15 山崎城跡 やまざきじょう Y M Z J 阿尾 ・薮田 城館 南北朝 ・戦国
珠洲焼 ・土師器 ・越

中瀬戸 ・金属製品
ほ ぼ消滅 92・13 1・13 7・153 ・

20 3 ・212 ・283

0 90 14 中村粟屋 古墳 群 なかむらあわや 中村 字粟屋 古墳 古墳 中期 円墳4基 12 6 ・174 ・212 ・21 3・

22 5
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遺跡

番号

地図

番号
遺　 跡　 名 ふ りが な 略 号 所　 在　 地 種 別 時　　 代

主な出土 ・

採集 遺物 備　　　 考 主 要 文 献

091 14 ・17 谷屋B 遺跡 たにやび－ 谷屋 祭祀 古墳後期 子持勾 玉 ・施
谷 屋浦 出古墳 群 （347 ）に関

連 した祭祀遺跡か。 65 ・92・17 4・212

09 2 18 沖布B 遺跡 おきぬのび－ 鞍川沖布 散 布地 古代 須 恵器 ・土 師器 212

09 3 15 稲積後池遺跡
いなづみうしろい

け IN U I 稲積字西谷 内 散布地 縄文前 期 ・古代 ・

中世

縄 文土器 ・須 恵器 ・

土師器 ・珠洲焼
129・15 3 ・183 ・212 ・

26 6

0 94 1 7 小窪廃寺跡 おくぼはいじ 小窪 字塔 のスマ 寺 院 古代
平瓦 ・丸瓦 ・須恵器

・塔心礎石

塔 を配 した古代寺 院。現 在

小久米神社 にある塔 心礎石

は市 指定考 古資料 。小 窪瓦

窯 跡 （044 ）か ら瓦 を供給 。

7世紀末～8世紀 の創 建か。

43・54 ・92 ・112・

113 ・17 6・2 10・21 2・

24 2・26 6・28 8・29 5・

33 9

0 95 6 八代仙行場 跡
はったいせん ぎょ

うばあ と
角 間字八 代仙 祭祀 中世～近代 石碑

石動 山修験 者の行 場。明治

以 降は石動 山宗徒 以外の修

行者 の行場 とな り、現 在大

部分 が崩 落。

92・96 ・97・125 ・212

0 96 19 比 美浜遺跡 ひみはま 比美町 散布地 古代 ・中世 二次 的散布 地か。 212

0 97 18 鞍 川寺田遺跡 くらかわてらだ 鞍用字寺田 散布地 縄文後期 縄文土器 消滅 55・212

0 98 2 6
堀 田 ナ ンマ イダ

松 古墳

ほりたなんまいだ

まつ
堀田字藤塚 古墳 古墳後期

円墳2基 ・方墳2基。方墳 2基

は中世の土塔 と基壇遺構 の

可 能性 も残 る。

117 ・12 6・212・22 5・

288

0 9 9 15 稲積 前田遺跡 いなづみ まえだ 稲積字前 田 散布 地 弥生 ・古代 ・中世
弥生土器 ・須恵器 ・

珠洲焼
74・212

10 0 18 坂津遺跡 さかづ 十二町坂津 不明 古代 ・中世 土 師器 ・中世陶器 詳細 不明 212

10 1 14 七分一遺跡 しちぶいち 七分一 散布 地
弥 生後 ～ 末 ・古

墳後
須 恵器 ・土 師器 212

10 2 15
余川 親 ケ谷 内遺

跡

よか わ おや が や

ち Y K O Y 余用字親 ケ谷 内 散布 地 古代 須 恵器 ・土 師器 72 ・129 ・15 3・212・

26 6

10 3 14 余川海老 田遺跡 よかわえびた Y O E B 余用字松・木 散 布地 古代 須 恵器 ・土 師器
へラ書 き（「者」または 「煮 」）

須恵器杯 ・転 用硯 が出土。
72 ・92・127 ・129 ・

15 3・212

10 4 14
余川 古寺谷 内遺

跡
よかわこじのやち 余用字 田地

散布地

伝 承地
中一粒

珠洲焼 ・宋銭 ・金銅

仏 ・石造物

「田地廃 寺 跡」との伝 承 有

り。 72・2 12・314

10 5 1 5 指崎五 反田遺 跡 さっさきごたんだ 指崎字五 反田 散布地 古代 須恵器 ・土師器 212

10 6 1 8 荒館 B 遺跡 あらだちび－ 十二町荒館 散布地 縄 文 ・中世 石斧 ・瓦器 160 ・212

1 07 18 諏訪 野A 遺跡 すわのえー 諏 訪野 散布地 古代 須恵器 ・土師器 62・212

108 18 諏訪 野 B 遺跡 すわのび－ SW N B 諏訪野 散布地 古代 ・中世
土師器 ・須恵器 ・珠

洲焼 62・16 5・212

109 1 5・18 加納 金宮遺跡
か の うか ね の み

や
栄町 散布地 古代 ・中世

須恵器 ・珠洲焼 ・青

磁 165 ・21 2

110 15 阿尾島田B 遺跡 あお しまだび－

O T Y J

阿尾字島 田 散布地 縄文 ・古代 ・中世
石器 ・須恵器 ・珠洲

焼

縄文土 器 ・石斧 ・石

鉄

縄 文 土器 ・弥 生土

器 ・土 師器 ・須恵器

境内には中世石造物 が集積

されてい る。

183・212

1 11 12 楯鉾神社遺跡 たてほこじんじゃ 白川 散布 地 縄文後期 96 ・212

1 12 12
熊野神社古墳群

・集石墓
くまのじんじゃ 字波吉 田

古墳

中世墓
古墳 ・中世

円墳1基 ・方墳 （隅丸方 形）1

基 ・集石墓 1基

遺 跡 内に摩頂 山城跡 （小竹

山城跡）、寺 院遺構 （国泰 寺

故地）、礫石 経塚、埋納銭 出

土地 を含む。

126 ・20 4 ・212 ・22 5 ・

30 7

1 13 2 2 上久津 呂B 遺跡 かみくづちび－ 上久津 呂 散布地 縄 文～古代 168 ・212

1 14

115

11 6

1 17

1 18

119

15

18 ・19

27

薮 田遺跡 やぶた 薮 田竹の越

窪

小竹

集 落 縄 文～近世
縄文土器 ・須恵器 ・

土師器 ・製塩土器 92・16 3・212 ・245

十 二町潟排 水機

場遺 跡

小 竹遺跡

じゅうにちょうが

たはいすい きじょ

つゝ

お だけ

散布地

城館
寺院

経塚

埋納銭

縄文前期～晩期

・古代

古代 ・中世 ・近世

縄文土器 ・石鉄 ・石

錘 ・土師器 ・自然遺

物

宋 ・明銭 等389枚 ・

須 恵器 ・珠洲焼 ・土

師器 ・石造物

87・90 ・92 ・118 ・

153 ・160 ・18 9・212

3 5・14 2 ・14 3 ・15 8・

17 3・20 3 ・212・28 3・

293 ・33 2

1 1

14

14

磯辺神社 中世墓

余川川河床遺跡

いそべ じんじゃ

よかわがわかしょ

Y KT M

磯辺

余 川 片 畑 ・一 つ

中世墓

散布地

散布地

中世

縄 文・古墳 ・古代

珠 洲焼

縄 文土器 ・須 恵器 ・

蔵骨器とみられる珠洲壷出土。

余川川の川底3地 点より遺物

が出土。

A 地点 ：古墳時代須恵器杯等

B 地点 ：古墳後期須恵器 嚢

C 地点 ：縄文土器

長 径80cm の広 が りの 中 に

埋 置 され てい た。30枚 を一

単位 として結束か。

92 ・212

72 ・92 ・129 ・212

129 ・183 ・21 2

（A ～ C 地点）

余川市谷 遺跡

、つ

よかわいちや

屋 ・古 川原

余 川市谷

・中世

古代 ・中世

土師器 ・珠洲 焼

須恵器・珠洲焼・青磁

120

12 1

18

17

中尾 ガメ山遺跡 なかおがめやま 中尾字茅戸 埋納銭 中世（14世紀初） 唐 ・宋銭 等1，80 5枚

須 恵器 ・土 師器 ・珠

洲 焼

92・93 ・21 2・24 8・

268 ・288

新 保城山古墳群 し ん ぼ じょうや 新保城 ケ峯
古墳

古墳初 ・戦国
方 墳2基 と城郭 遺構 が重複 92・174 ・203 ・212 ・

・新保城跡 ま ・しんはじょう 城館 してやせ尾根上 に立地。 213・22 5・28 3

12 2 15
八代城跡 （a ）

・八代西砦跡 （b ）

や しろじょう・や

しろにしとりで
北八代城 ケ峰 城館 南北朝

谷 を挟 んで立 地 し、一体 的

に機能 した城砦群 か。

倒 置 した珠 洲焼 嚢2個 に土

葬 人骨 を埋 葬。嚢の 周囲 に

環状集石が あった とい う。

飯久保城 の出城。

50 ・96・20 3・212 ・

28 3

12 3 14 余川谷村遺跡 よかわたにむら 余川谷村 散布 地 古代 ・中世 129・212

12 4 4 脇中世墓群 わき
脇 須 久那 彦 名 神

社境 内
中世墓 中世 珠洲焼嚢 ・石造 物 92 ・21 2

12 5

1 26

127

12 8

2 6

7

2 5

2 5・26

石崎遺跡

長坂 ソウ ト遺跡

御林 山城跡

（鞍骨 山城跡）

いしさき

（いっさき）

ながさかそ うと

おはいやまじょう

（くらばねやまじょ

う）

堀 田一ノ坪

長坂字 山田ソウト

鞍骨 ・桑院

散布地

中世墓

城館

古代 ・中世

中世

戦国

須恵器 ・土師器 ・珠

洲焼

珠洲焼牽 ・人骨 2 ・

宋銭3枚 ・五輪塔

77 ・15 6・212

9 2・96 ・15 3・212

5 0 ・9 2 t13 0 ・13 2・

15 4・20 3・2 12・28 3・

33 6

惣領砦跡 そ うりょうとりで 惣領 城館 戦国 飯 久保城の出城。 50・132 ・203 ・21 2・

283
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遺跡

番号

地図

番号
遺　 跡　 名 ふ りが な 略 号 所　 在　 地 種 別 時　　 代

主 な出土 ・

採集遺物 備　　　 考 主 要 文 献

129 2 5
仏生寺城 跡

（仏生寺城 山）

ぶっしょうじじょう

（ぶ っしょうじじょ

うや ま）
仏生寺 上中 伝承地 中世 城郭伝承地 だが城 郭関連遺

構は確認 できず。 50 ・21 2

1 30 2 6 惣領 B 遺跡 そうりょうび－ 惣領 散布地 古墳 ～古代 須 恵器 ・土 師器 212

13 1 1 7 新保横穴群 しんぼ 新保字後 山 横穴 飛 鳥白鳳 2基 の開口を確認。 19 ・17 4 ・212・2 13・

27 1・31 1

13 2 15 指崎諏訪野遺跡 さっさきすわの 指崎字諏 訪野 散布地 中一世 土師器 92 ・212

13 3 18 ・19 蓮乗寺 中世墓群 れんじょうじ 朝日本町 （庚 申塚 ） 中世墓 中世 珠洲焼 ・石造物

蓮乗寺背後 の丘 陵斜 面 より

珠洲焼 出土。境 内に石造 物

が集積。
92 ・212

13 4 18 朝 日潟 山古墳群 あさひかたやま 朝 日丘 （潟山） 古墳
古 墳 （前期 ない

し中期 以降）
須 恵器遽 前方後方墳 ない し前 方後円

墳 1基 ・方墳1基
12 6・14 9・18 8 ・212 ・

22 5・28 8

13 5 12
脇方十 三塚古墳

群 ・集石墓
わきが たじゅうさ

んづか
脇方 ・小 境 古墳

中世墓

古 墳 中～ 後期 ・

中世 土 師器 円墳 4基 ・集石墓1基 12 6・20 4・212 ・225 ・

24 5

13 6 12 字波洞窟遺跡 うなみ どうくつ 字波一石 山 洞窟 不明 土器片
「一石 山の風 穴」とよばれ、

椀 貸伝 説が残 る。 3・23 ・86・212 ・303

13 7 11 磯 辺中世墓 いそベ 磯辺 中世墓 中世 珠洲焼 蔵骨器とみられる珠洲壷出土。 92 ・212

2 12
138

139

140

18

18

18

鞍川A 中世墓

鞍 川B 中世墓

朝 日谷 内横穴

谷屋 C 遺跡

くらかわえー 鞍川 中世墓 中一匪 珠洲焼

くらかわび－ 鞍川 中世墓 中世 珠洲焼 212

あさひやち 朝 日本町 横 穴 飛鳥 白鳳 1基 を確認。 83・212 ・27 1

14 1 14 ・17 たにや し－ 谷屋 散布地 古代 須恵器 212

142 18 竹 里山の岩屋堂
ちくりさんのいわ

やどう
泉字中尾 山 祭祀 中世 ・近世 石造不動 明王像

市指 定史跡 （昭60．3．1）。内部

に護摩壇 ・念状遺構有 り。

53・54 ・21 2・26 6 ・

296

143 2 6 光西寺 山古墳群 こうさい じゃま 神代 ・飯久保 古墳 古墳初～後期

4支群、前方後 円墳 （帆立貝

形 古 墳 ）1基 ・円墳17基 ・方

墳6基。
117 ・12 6・212・22 5

144 15

薮 田薬 師遺跡

（薮 田薬 師横 穴

群 ・中世 墓）
やぶ たや くし Y B Y 薮田字薬師

横 穴

中世墓
飛鳥 白鳳 ・中世

須恵器 ・鉄刀 ・土師

器 ・人骨 ・石 造 物 ・

古銭 ・鉄淳

7世紀中頃～8世紀初 め頃の

横 穴墓2基 と横 穴 墓 を転用

したやぐら状の中世墓1基。

10 3・104 ・153 ・17 8 ・

20 ト20 7・2 12・27 1・

29 7・35 2

145

1 46

1 47

19

2 1

1 7

御座 町遺跡

久 自覚地 遺跡

久 日干元 遺跡

ござまち

くめか くち

くめちもと

G O 伊勢 大町 不 明 中世 珠洲焼 ・土師器 詳細不 明 212

久 自覚地 散布地 古代 須恵器 130 ・21 2

久 日干元 散布地 古墳 土師器 130 ・212

14 8 2 0 触坂広瀬遺 跡 ふれざかひろせ H R H 触坂 広瀬 散布地
縄文 ・古墳 ・古代

・中世

縄文土器・石器・土師

器・須恵器・珠洲焼
墨書土器 「石口」出土。 71・13 0 ・153 ・172 ・

212 ・24 5

14 9

15 0

15 1

2 1

15

2 2 ・23

堂谷 山古墳

加納蛭 子 山古墳

群

園 カンデ窯跡

どうこくさん

かのうえびすやま

そのかんでよう

K U M A

IY D

触坂

加納蛭子 山

園カンデ

古墳か

古墳

窯

古墳 か

古墳 初～後期

古墳 後期 須恵器 ・窯壁 ・鉄淳

方墳 1基。経塚 の伝 承有 り。

4支群、帆立貝形古墳 1基 ・前

方後 円墳2基 ・前 方 後方 墳1

基 ・円墳4基 ・方墳8基。中世

には山城 として利用か。

県 内最 古 の 須 恵器 窯。6世

紀前半の操業 。

7ト12 6・130 ・212 ・

213 ・225

9 4・12 6・212 ・213 ・

225

116 ・13 6・15 3・16 0・

163 ・212 ・26 8 ・28 8 ・

36 6

15 2 23 園長堤遺跡 そのながつつみ 園 製鉄 不 明 鉄 淳 古代 に遡 る製鉄遺 跡か。 212・219

15 3 23 柳 田沖宮遺跡 やないだお きみや 柳 田沖宮 製鉄 不 明 鉄 淳 ・炉壁 ・炭

鉄淳

古代 に遡 る製鉄遺跡 か。

過去に鉄棒を採集。詳細不明。

212・219 ・268

15 4 26 堀 田城跡 ほりたじょう 堀 田 城館 戦 国 115・117 ・132 ・203 ・

212・28 3

13 0 ・212・3 11
15 5 21 桑院金山遺跡 くわのいんかなやま 桑院 製鉄 不 明

156 14 柿 谷椎 木出遺跡 かきなやしいのきで 柿谷 製鉄 不明 鉄淳 過去に鉄淳を採集。詳細不明。

時期不 明の塚3基 。

53・212 ・31 1

15 7 21 久 目安楽寺遺跡 くめあんらくじ 久 目安楽寺 散布 地 古代 須恵器 130・15 3・212

158 22 上久津呂 C 遺跡 かみ くづち し－ 上久津 呂 散布 地 中世 珠洲焼 212
159 2 4 土倉稲村 遺跡 つちくらいなむら 赤毛 （土倉 ） 散布地 縄文 石器

縄文土器

130・15 3・212 ・245
160 12 泊馬当遺跡 とまりばとう 泊 壕 不明 212

16 1 12 字 波高坂 遺跡 うなみたかさか 字波 窯 近世か 近世 の炭焼窯か。

円墳4基 ・方 墳4基。方墳 は

滝尾 山遺跡 （213）関連 の坊

舎基壇 の可能性有 り。

旧称 早借 古墳群 。円墳3基 ・

方墳8基

21 2
162 17 田江大 畠遺跡 たえおおばたけ 田江 散布地 縄文 113・212
163 18 七軒 町遺 跡 しちけんまち 幸町 散布地 縄文後期 縄文土器

須恵器 ・珠 洲焼

土 師器

212

1 64

1 65

16 6

16 7

17

1 7

2 2

2 1

連用神社古墳 群

早借 ヤ ワタ古墳

群

はやかわじんじゃ

はやかしやわた

おおうらす わ

新保 ・早借

早借

古墳

古墳

古墳

古墳初 ・後期

126 ・21 2・213・22 5

126 ・212 ・213・22 5

2 12・364

1 30 ・212

大浦諏訪遺跡 大浦 壕 不 明
詳細 不 日月の塚 状遺 構有 り。

大 浦 高 山 古 墳 群 （391）の

十二士口‾　　 ’ 、

久 目 トリノマエ

遺跡
くめとりのまえ 久 目 散布地 古代 ・中世

＿ 承伝承と関連力。

周溝を有する直径7m の塚 。古

墳（円墳）もしくは中世の塚か。

3文 辞 、円 墳4基 ・方墳2基。

A 支群の方墳2基は消滅。

旧称新 保円 山古墳 群。円墳

4基 ・方墳6基 ・段 上墓2基。3

号境 は発 掘調査で割竹形 木

棺、短 甲など鉄製 品、須恵器

等 を確 認。3号 項 は 調査 後

消滅。方墳 ・段上墓 は滝尾 山

遺 跡 （213）に関連 す る中世

の宗教施設の可能性有 り。

168 26
堀 田館 ノ山遺 跡

（堀田館ノ山古墳） はりたたちのや ま 堀 田 古墳 か 古墳 か
117・212 ・225

16 9 26 神代城跡 こうじろじょう 神代 ノノ山 城館 戦 国 117・132 ・203 ・212 ・

17 0 2 1 久 自浄仙遺跡 くめ じょうせん 久 目 散布 地 中世 珠洲焼

短 甲 ・鉄 刀 ・鉄 婁 ・

鉄鉄 ・須恵器 （杯 ・

魅 ・嚢） ・土 師器
（3号噴 出土遺物 ）

283

13 0・212
17 1

172

26

17

堀 田こキ塚 山古

墳 群

イ ヨダノヤマ古

墳 群

はりたにきづか や

ま

いよだのやま

堀田

上田 ・新保

古墳

古墳

弥 生 末 ～ 古 墳

初 ・古墳後 期

古墳 中期

117・12 6・212 ・225

12 6・16 3・179 ・212 ・

213・2 16・22 5・29 5・

29 7・35 1
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遺跡

番号

地 図

番号
遺　 跡　 名 ふ り が な 略 号 所　 在　 地 種 別 時　　 代

主な出土 ・

採集遺物
備　　　 考 主 要 文 献

173 17 小久米 B 古墳群 お ぐめび－ 小久米 古墳 古墳 中一後期 円墳8基
95・12 6 ・212 ・213 ・

225

17 4 17 田江古墳群 たえ 田江
古墳

城館
古墳 ・中世

円墳4基。範 囲内 に城 郭 関

連遺構 （空堀）有 り。
95 ・126 ・21 2・21 3・

22 5

17 5 17 日名 田古墳群 ひなた 日名 田 古墳 古墳初 前方後円墳1基 ・円墳 1基 95 ・126 ・18 7・18 8・

212・213・225 ・295

17 6 20

棚懸 城 ケ峯 城跡

（－の 島城跡 ・岩

瀬 城 跡 ・棚 懸 城

跡 ・城 ケ峯城跡）

たながけ じようが

み ねじょう （いち

の しま じょう・い

わが せ じよう・た

ながけじよう・じょ

うがみね じょう）

棚 懸 ・石 川 県 宝

達 志 水 町 原 ・所

司原

城館 南北 朝・戦 国 城 跡 西 南 に 塚2基 が 所 在。

宗教関連 の遺構 か。
50 ・130 ・13 2・20 3・

212・283

1 77 14 中村横 穴群 なかむら 中村 横穴 飛 鳥白鳳 5基 の開口 を確認。
174 ・212 ・213・27 1・

30 4・3 11

1 78 2 6 堀 田東谷 内遺跡 は りたひが L やち 堀 田 不 明 詳細不 明 212

179 2 6 堀 田ガス山遺跡 は りたが すや ま 堀 田 不 明 詳細不 明 212

180 2 0・21 久 目梨谷古墳 群 くめなしたに 久 目 古墳 弥生末・古墳後期
円墳 12基 ・長 円墳 1基 ・方墳 4

基
126 ・130 ・21 2・213・

225

18 1 15 阿尾島尾A 遺跡 あお しまおえー A O S O

－A
阿尾字島尾 集落

縄文 ・古墳 ・古代

・中世 ・近世

縄文土器 ・石器 ・須

恵器 ・珠洲焼 ・漆 器

・貿易陶磁器

古代 は有力農民層の拠点集

落、中世は阿 尾城 の城下 町

の一角 と推測 され る。

131・13 5・15 0・15 3・

16 1・16 2・18 5・19 0 ・

19 1・212・24 5・28 8

18 2 15 阿尾島尾 B 遺跡 あお しまおび－
A O S O

ーB
阿尾字島尾 散布 地

縄文 ・古代 ・中世

・近一世

縄文土器 ・須恵器 ・

土 師器 ・珠洲 ・近世

磁器
131・212

18 3 15
阿尾瀬 戸 ヶ谷 内

遺跡
あおせ とがやち 阿尾 散布 地 縄文 ・弥生 ・古墳

・古代
縄 文土器 ・須恵器 二次的散布地か。 131・13 5・212

18 4 30
神代 テ ラヤ シキ

遺跡

こうじろて らやし

き
神代 寺 院 中世 珠洲焼

平坦 面 ・集石 墓2基 ・横穴 有

り。付近は 「テラヤ シキ」「ダ

イア ンジ跡 」とよばれる。

153・157 ・212

18 5 26 堀 田モ リノ田塚 ほりたもりのたづか 堀 田 塚 中世 珠洲焼 塚 より珠洲焼壷出土。消滅。 212

18 6 2 1 高松城跡 たかまつじょう 栗原 ・上 田・早借 城館 戦 国 50 ・13 2・15 4・203 ・

212 ・283

1 87 18 中尾 山田遺 跡 なかおや まだ 中尾 字谷内 散布地 古代 須恵器 炭焼窯状遺構 有 り。 165 ・212

188 18 泉 A 遺跡 いずみえー 泉 散布地 縄 文 ・古代
石器 ・須恵器 ・土師

器
212

189 18 泉 B 遺跡 いずみび－ 泉 散布地 古墳 ・古代 ・中世 須恵器 ・珠洲焼 212

190 18 鞍 川諏訪社遺跡 くらかわすわしゃ 鞍川 散布地 中世 ・近世
珠 洲焼 ・近世 陶 磁

器
212

19 1 14 柿 谷大口遺跡 か きなやおおぐち 柿谷 散布 地 中世 珠洲焼 165・212

19 2 18 荒館 ソモギ遺跡 あらだちそもぎ

K U M O

U D －N

十二 町荒館 中世 墓 中世
珠洲焼 壷2 ・古瀬戸

四耳壷 1・石造物

崩れた水田の畦 か ら火 葬骨

が納め られ た壷3つが 出土。

縄 文 時代 の石 器 製作 遺 跡

か。

かつ て縄 文土器が採集 され

たというが、詳細不 日月。平 成

20年 度実 施の試掘調 査でも

遺構 ・遺物は確認で きず。

武家屋 敷 の伝 承地。平坦 面

・土塁状遺構有 り。

詳細不 明

欄干 状の石 造物 ・五輪塔 出

土。川縁 の中世墓地 か。

6世紀前半 と9世紀が主体 。

四十人の寺坊が あった とい
う寺 院伝 承 地。石 造 物 ・銅

鏡 ・古銭 ・太刀 などが 出土。

153・212・268

19 3 17 早借サ カタ遺跡 はやか しさかた 早借 散布 地 中世 土師器 212

19 4 18 加納桜打遺跡 かのうさくらうち 加納 散布地 古代 土師器 ・須 恵器 212

19 5 26 神代ハタケダ遺跡 こうじろはたけだ 神代 字羽 連 散布地 中世 土師器 212

1 96

197

19 8

2 0

2 0

20

岩瀬番畑 遺跡

岩 瀬谷 内ノ前遺

跡

老谷滝の上遺跡

い わが せ ばん ば

たけ

い わ が せ や ちの
まえ

おいだにたきのう

スゝ＿

岩 瀬字番畑

岩瀬

老谷

散布地

不明

散布 地

縄 文 ・弥 生

縄文

縄文 中期

石器

縄 文土器

石器

珠洲焼

130 ・153 ・212

130 ・212

13 0・212

19 9 20 老谷遺跡 おいだに 老谷 伝 承地 中一世 130 ・212

20 0 24
土倉 ゴマ ジマチ

遺跡

つち くらごまじま

ち
赤毛 （土倉） 散布地 縄 文

130 ・153 ・212 ・24 5・

28 8

20 1 2 0 見内モリヒサ遺跡 みうちもりひさ 見 内 不 明 縄 文 130 ・212

2 02 2 1 久 目梨谷 遺跡 くめなしたに 久 目 散布地 中世 130 ・212

2 03 2 1 久 目朴 木遺跡 くめほおのき 久 目 散布地 古代 ・中世 須恵器 ・珠洲焼 130 ・21 2

2 04 2 1 久 目大坪遺跡 くめおおっぼ 久 自 散布地 近一世 越 中瀬戸 130 ・21 2

2 0 5 2 1 久 日大町遺跡 くめおおまち 久 目 散布地 古代 ・中世 須恵器 ・珠洲焼 130 ・212

2 0 6 2 1 久目ゾウダナ遺跡 くめぞ うだな 久 目 散布 地 古墳 ・古代 須 恵器 130・212

20 7 2 1 久 目桑の木遺跡 くめくわのき 久 目 散布 地 古代 ・中世 須 恵器 ・珠洲焼 130・212

20 8 2 1
久 日子 浦谷 内遺

跡
くめこうらやち 久 目 散布 地 中世 珠洲焼 130・212

20 9 14 余川善名遺跡 よかわぜんな 余川 散布地 古代 ・中世 須恵器 ・珠洲 焼 129 ・183 ・212

2 10 1 9 朝 日橋詰遺跡 あさひはしづめ 朝 日本 町 中世墓 中世 石造物 106 ・212

2 1 1

2 12

2 1 3

18

17

17

大野沢 遺跡

上 田南儀遺跡

滝尾山遺跡

おおのさわ

うわだなんぎ

た きおざん

大 野 （沢）

上田

早借

散布地

散布地

寺院

縄 文 ・古代

縄文 ・古墳 ・古代

・中世

中世

石斧 ・土師器 ・須 恵

器

縄文土器 ・須恵器 ・

土師器 ・珠洲焼 ・越

中瀬戸

土 師器 ・珠洲焼 ・石
造 物 ・銅 鏡 ・古 銭 ・

太刀

53・16 5・212

5 3・212 ・213

53 ・54・113 ・17 4・

212・26 6 ・3 1 1

2 14 17 上田 A 遺跡 うわだ えー 上 田 散布 地 古代 須 恵器 212

2 15 17 上田 B 遺跡 うわだび－ 上 田 散布 地 中世 土師器 ・錫杖 212

ー63－



遺 跡

番 号

地図

番号 遺　 跡　 名 ふ りが な 略 号 所　 在　 地 種 別 時　 代　　 謡 品 ．
備　　　 考 主 要 文 献

216 14
柿谷土 谷 山古 墳

群
かきなやつちやや

ま
柿谷 古墳 古墳 中一後期 直刀 ・鉄鉱 ・土器

東 西2支群、円墳23基 ・方墳

1基。明治40年 に直径約20m

の 「丸 山」を崩 した際 に 遺
物 が出土 した と伝 える。

53 ・12 6 ・212・2 13・

22 5 ・31 1

21 7 7 戸津宮中世墓群 とつみや 戸津宮 中世墓 中世 石造物 ・珠洲焼 96・212 ・244

2 18 7 長坂行 大塚
なが さか ぎょうい

りづか
長坂 塚 中世 石造物 ・珠洲焼 石動 山関連の行大塚伝説が

残 る。
96 ・97・20 1 t2 12・

34 0

2 19 18 朝 日山城跡 あさひやまじょう A SY J 幸町 城館 中世 珠 洲焼 ・近世 陶磁

器

旧称 朝 日山砦。堀 切 以外 明

確 な遺構はない。ほぼ消滅。
132・184 ・20 3・21 2・

2 15・28 3・3 10

2 20 10 懸 札ホ ウ シバ ラ

遺跡

かけふだほうしば

ら K K F H 懸札 散布地 縄文中期 ・古代
縄文土器 ・石器 ・須

恵器 212 ・288

2 2 1

2 22

2 23

2 24

17

17

1 7

1 8

上 田C 遺 跡

上 田D 遺跡

上 田E 遺跡

鞍川 C 遺跡

うわだ し－ U D －C 上田 散布地 古墳 後期 須恵器 ・土師器 212 ・213

うわだでい－ 上田 不 明 古墳 詳細不 明 212

うわだい－

くらかわし－

上 田 散布地 古代 ・中世 須恵器 ・土師器 212 ・213

鞍川 散布地 中世 土師器 212

22 5 19 唐 島遺跡 からしま 中央 町 散布地 中世 ・近世 土師器

唐 島は県 指定 天然 記念物。

島 内 に 「火 と もし地蔵 」と

よばれ る磨崖仏 有 り。

212 ・317

22 6

22 7

22 ・23

24

大浦深素遺跡

坪池 白坂遺跡

おおうらふかそ O U F 大浦 散布地 古代 ・近世 須 恵器 ・土 師器 212

つぼいけしらさか T B IS 坪池 散布地 縄文早 ～中期 縄 文土器 ・石器 138・15 3 ・212 ・245

22 8 26
飯久保 ナ ガモ ン

遺跡 いくは なが もん 飯久保 散 布地 古代 須 恵器 ・土 師器 156・212

22 9

23 0

26

26

堀田長尾遺跡

蒲田A 遺跡

はりたながお

かわたえー

堀 田 塚 中世 マ ウン ド有 り。中世墓か。 212

蒲 田・堀田 城館 中世 中世の砦跡か。詳細不明。 212

23 1 23
柳 田布尾 山遺 跡

（柳 田向山遺跡）

や ないだぬのおや

ま（や ないだ むか

いや ま）

柳 田・囲 ・大浦 散布 地 縄文 ～近世

縄 文土器 ・石器 ・弥

生土 器 ・須恵器 ・珠

洲焼 ・近世 陶器
160・212

2 3 2 26 蒲田 B 遺跡 かわたび－ 蒲田 散布 地 中世 土 師器 212

72 弓46 ・20 3・21 2・

28 3・28 8

2 3 3 10・11 芝峠城跡 しぼとうげ じょう 余川 ・一勿U・吉 滝 城館 南北朝 ・戦国 『得 田 文書』『天野 文書 』に

みえる城郭。

234 2 3 窪 シム ラ遺跡 くぼしむら K BS 窪 散布地 縄文～近世

縄文土器 ・土 師器 ・

須恵器 ・珠洲焼 ・近

世 陶磁器

遺跡 南側 に 「狐 塚 （柳 田 明

神 ）」が所 在 （す でに消滅）。 160・2 12・32 2

2 35

2 36

2 37

2 6

19

19 ・23

正保寺 遺跡

窪北遺跡

松 田江北遺跡

しょうほうじ

くぼ きた

まつだ えきた

SB Z

K B K

M D E K

Y D M

飯久保 ・神代

窪

窪 ・柳 田

散布地

寺院

散布地

散布地

縄 文 ～弥 生 ・古

代 ・中世 ・近世

弥生 ・古 代 ・中世

・近世

縄 文 ・弥生 ・古代

・中世

縄文土器 ・石器 ・弥

生土器 ・須恵器 ・土

師器 ・珠洲焼 ・石造

物 ・木製品

弥生土器 ・須恵器 ・

土師器 ・珠洲焼 ・近

世陶磁器

縄 文 土器 ・弥 生 土

器・須 恵器・土師器・

珠洲焼 中 世陶磁器

中世寺 院 「正保寺 」伝 承地。

調 査 では縄 文時代 の河 道、

参道 と見 られ る中世後期 の

土塁状 道を確認。

詳細不 明

尾根先端 に土塁 と堀 をもつ

寺 院跡有 り。

212 ・22 0・29 1

160 ・212

160 ・212

23 8 2 3 柳 田茨木遺跡 やないだいばらぎ 柳 田 散布地 弥生 ・中世 弥生土器 ・珠洲焼 160 ・212

23 9 2 3 柳 田南遺跡 やないだみなみ 柳 田 散布地 弥生 ・古代 ・近世
弥生土 器・須恵器 ・

土師器・近世陶磁器 160 ・212

24 0 23 島尾北遺跡 しまおきた SM O K

K R K D

、おほう六

島尾 散布地 中世 珠 洲焼 ・土 師器 160・212

24 1 23 島尾遺跡 しまお 島尾 散布地 中世 ・近世
土 師器 ・青磁 ・越 中

瀬戸 160・212

2 4 2 18 十二町津野遺跡 じゅうにちょうつの 十二町 散布 地 古代 ・中世 須 恵器 ・珠洲焼 160・212
2 4 3 23 上泉西遺跡 か みいずみにし 上泉 散布 地 古代 須 恵器 ・土 師器 212

2 44 22 堀田サ カイ遺跡 はりたさかい 堀田 散布 地
弥生 ・古代 ・中世

・近世

弥生 土器 ・須恵器 ・

近世 陶磁 器 156・16 0・212

2 45 2 2・26 堀 田竹端遺跡 はりたたけはな 堀田 散布 地
弥生後 ・古代 ・中

世 ・近世

弥生土器 ・須恵器 ・

土 師器 ・珠洲焼

弥生土器 ・土師器

140・15 6・16 0・212 ・

26 8

2 12

2 46 18
十二町 ガメ 山古

墳群
じゅうにちょうが

めやま 十二町 古墳 か 古墳か

247 2 2 坂津 B 遺跡 さかづ、び－ 十二町 散布地 弥生 ・古墳

248 2 2 十二 町島崎遺跡 じゅうにちょうし

まざき 十二町 散布地 弥生 ・古墳 弥生土器 ・土師器

須恵 器・珠洲 焼 ・土

師器・丸木舟・木製品

弥生土器 ・土師器

212

24 9

25 0

25 1

2 2

18

18

島崎城跡 しまざきじょう 十二 町 城館

寺 院
戦国 159 ・20 3・21 2・26 8・

283

鞍川 D 遺跡

鞍川横羽毛遺跡

くらかわで い－

くらかわよこはげ

鞍川

鞍川

集 落

散布地

古 代 ・中世

弥生後～古墳前

期

井戸側 に転用 された平安末

期の丸木舟 が出土。
165・21 2・270 ・28 9・

29 0・29 6・35 4・36 7

16 5 ・212

25 2 18 沖布 C 遺跡 おきぬのし－ 鞍川沖布 散布地 古代 ・中世 須恵器 ・土 師器 ・珠

洲焼 165・212

25 3 18 糠 塚南遺跡 ぬかづ かみ なみ 中尾 ・鞍川 散布 地 縄文 ・古代 ・中世 縄文 土器 ・須恵 器・

珠洲焼 ・土 師器

土 師器 ・須恵器 ・珠

洲焼

165・212

2 54 18 （欠番） 旧中尾坊 田遺跡（な 、）。中尾新保谷 内遺跡（49 ）に統合。
165・212・20 8

2 55 18 大野南遺跡 おおのみなみ 大野　　　　　　 散布地 古代 ・中世
165・212

2 56 18 泉 C 遺 跡 いずみし－ 泉　　　　　　 散布地　 古代　　　　　 須恵器
165 ・21 2・26 6

2 57 18 泉横 山遺跡 いずみよこや ま 泉　　　　　　 散布地　 古代　　　　　 須恵器
165 ・21 2

2 58 17 上 田F 遺 跡 うわだえふ 上田池尻　　　　 散布地　 古代　　　　　 須恵器
165 ・212

2 59 14 七分一 B 遺跡 しちぷ いちび－ 七分一　　　　　 散布地　 古代 ・中世　　　 須恵器 ・珠洲焼
165 ・212
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遺跡
番号
地図
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遺　 跡　 名 ふ りが な 略 号 所　 在　 地 種 別 時　　 代

主 な出土 ・

採集遣物
備　　　 考 主 要 文 献

260 15 稲積 川口遺跡 いなづみかわぐち lN K G 稲積 散布地 古墳 ・古代 ・中世
須恵器 ・土師器 弓朱

洲焼

平 成20年度、氷 見 北IC ア ク

セス道 に関連 して試掘調査

を実施。西側 に範囲拡大。

165 ・212

2 6 1 12
脇 方谷 内出中世

墓 わ きがたやちで 脇 方 中世墓 中世

板石塔婆 ・五輪塔 ・

宝 匪印塔 ・一 石 一

尊仏 ・中世土師器

斜面 を掘 り込んで作 られ た

基壇 に供 養塔 ・墓 標 と して

石造物 が配 置 され る。

54・96 ・10 4 ・20 0 ・

20 1 t2 0 7・2 12・35 2

2 62 2 5 鞍骨 城ケ峰城跡
くらぼ ねじょうが

みね じょう
鞍 骨 城館 戦国 212 ・283

2 6 3 2 6
惣 領 コツデ ラ城

跡 （惣領南砦跡）

そ うりょうこつで

らじょう（そ うりょ

うみなみ とりで）

惣領 城館 戦国 154 ・203 ・212・28 3

2 64 2 5・26
寺 中 竹 端 城 跡

（寺 中城跡）

じっちゅうたけの

はな じ ょう（じっ

ちゅうじょう）

仏生寺 城館 戦国 154 ・212 ・28 3

2 6 5 22 探 原前田遺跡 ふかわらまえだ H U K M 探原 散布地 古代 ・中世 ・近世 須恵器 ・珠洲焼 168 ・21 2

26 6 2 2 ・26

飯 久保 後山古墳

群 （寺 飯 久 保古

墳 群）

いくほうしろや ま

（てらいくぼ）
飯久保 古墳 古墳 中一後期 東西2支群、円墳6基 。 212 ・22 5

26 7 2 2 ・26 飯久保後 山遺跡 いくほうしろやま 飯久保
散布 地

塚
縄文 ・弥生 ・近世 石器 ・弥生土器 ・越

中瀬戸
遺 跡内に近世の塚有 り。 212

26 8 26 矢田部ナカタ遺 跡 や たべ なかた 矢 田部 散布 地 中世 土 師器 212

26 9 22
矢 田部六反坪 遺

跡

や たべ ろくたんつ

ぼ
矢 田部 散布 地 中世 土 師器 212

27 0 4 脇境塚 わきさかいづか 脇 塚 近世 か 国境塚か。 212

27 1 4
中波 天神の森 遺

跡

なかなみてん じん

のもり
中波 祭祀 中世

珠 洲 ・板石 （光 明

真 言 の 梵 字 を刻

字 ）・石造物

経塚 ない し中世墓 と板石 組

の供養塔か。
96 ・20 1・21 2

27 2 12 髪塚 かみづ、か 小境 塚 中世
立石 「バ ク」 （貞

和3年銘） ・石造物

市 指 定 史 跡 （昭43．4．1）。立

石が立つ壇状 の平坦 面 と大

小の平坦面。堂字が所在か。

31・54 ・58・86 ・96 ・

97・104 ・212 ・28 8 ・

30 5・30 7

2 73 24
坪池 シャン ドン

遺跡

つぼいけしゃん ど

ん
坪池 塚 中世 宝筐印塔

「シ ャ ン ドンの カ ーバ ン」

とよばれ塚上 に建 つ15世紀

頃 の宝筐 印塔 。宝 筐印塔 は

市指定工芸 品。

54 ・20 1・20 7・212・

29 3

2 74 2 2 中谷内遺跡 なかやち 中谷 内 集 落
古墳 中 一後 ・古

代 ・中世 ・近世

土 師器 ・鳥形 土製

品 ・須恵器 ・墨書土

器 ・茶 目 ・石 造物 ・

鉄淳

古墳 中 一後期 の竪 穴住居 、
古代 の川跡 、中世の掘 立柱

建物 と区画溝 等を確認。

168 ・212 ・220 ・228 ・

23 8・24 3・24 7・25 8・

25 9・26 1・26 3・26 7・

27 2・27 8・27 9・35 2

2 75 2 2 万 尾B 遺跡 もおび－ 万尾 散布地 弥生～近世

弥生土器 ・土師器 ・

須恵器 ・珠洲焼 ・越

中瀬戸
168 ・212

2 76 2 2 下久津呂遺跡 L もくづち SK Z 下久津呂 散布地 中世 土 師器 212

27 7 22 栗原A 遺跡 あわらえー A W A

H U S Y

Y N K

S S K M Y

栗原 集落 古代 ・中世 ・近 世

須恵器 ・土師器 ・製

塩土器 ・珠洲焼 ・越

中瀬戸

時期不 明土師器

転 用硯 ・墨書土 器 「東 大」等

出土。

円墳2基

168 ・21 2・22 0・29 2

27 8 22 栗原 B 遺跡 あわらび－ 栗原 散布 地 不明 168 ・212

27 9 22 探原打越遺跡 ふかわ らうちこし 探原 散布 地 古代 須 恵器 ・土 師器 168・212

28 0 2 1
矢 田部 カワベ リ

遺跡
やたべ かわべ り 矢 田部 散 布地 中世 石 造物 212

28 1 2 6
飯久 保 山ノ下遺

跡
いくぼやまのした 飯久保 散布地 古代 ・中世 須恵器 ・土 師器 ・珠

洲焼
168・212

2 82 25 ・26
鞍骨 オ ヤノヤチ

遺跡

くらばねおやのや

ち
鞍 骨 散布地

古 代 ・中 世末 ～

近世初
須恵器 ・備 前 168 ・212

2 83 2 5 寺 中向遺跡 じっちゅうむかい 仏 生寺 散布地 中一世 珠洲焼

珠洲焼 ・石造物

168 ・212

2 84 2 6
惣 領 コツデ ラ古

墳群

そ うりょうこつで

ら
惣領 ・鞍骨 古墳 古墳中期 212 ・22 5

2 8 5 2 2 万 尾古墳 もお 万尾 古墳 古墳前期
改変 が著 しいが前方後方墳

の可 能性 有 り （1基）。
212 ・22 5

2 8 6 26 惣領古戸遺跡 そうりょうふると 惣領 ・矢田部 城館 中世
丘 陵上の平坦面 と帯郭状遺

構 。詳細不明。
212

28 7 13
熊 無 遺跡 （上 熊

無中世墓）

くまなし（かみくま

なし）
能盤
Jlヽ 　ヽハヽヽ

中世墓 中世
石造物 や集石を伴 うマ ウンド

がやせ尾根 上に築造され る。

円墳2基 ・方墳 1基

174 ・17 6・20 1 ・212

28 8 17 日詰コブクロ遺跡 ひづ めこぶくろ 日詰 散布 地 古墳前 ・平安 土 師器 ・須恵器 176・212

28 9 17 上 田G 遺跡 うわだじ－ 上 田山野谷 内 散布 地 中世 珠洲焼 ・石造物 176・212

29 0 12 小杉谷 内遺跡 こす ぎや ち 小 杉 散布 地 古墳 土師器 ・製塩土 器 197・212

29 1 2 2
布施若宮遺跡

（布施畑直遺跡）

ふせ わか みや
（ふせはたなお）

布施字若宮 散布地 古墳 須恵器 ・土 師器

瓦経

212

2 92 18 朝 日寺 山古墳 群 あさひて らやま 朝 日本町 古墳 古墳 中期 212 ・225 ・288

2 93 16 論 田経塚
ろんでんきょうづ

か
論 田ス ンガマ 経塚 古代 末～中世初

昭和40年頃、マ ウンドを開墾

した際 に瓦経が出土。消滅。

国指定史 跡 （平 13．1．29 ）。前

方 後 方墳 ・円 墳各 1基。1号

境 は全長 107．5m 、日本 海側

最大 の前 方後方墳。

砦 状遺構。「多胡城 」に比 定

する見方有 り。

174 ・212 ・226

2 94

2 95

2 9 6

2 1

2 3

15

栗 原 ミナ ト遺跡 あわらみ なと 栗原 散布地 古墳 土師器 212

188 ・192－196 ・

198 ・205 ・20 7・212・

225 ・267 ・26 8・28 8・

294 ・297

190 ・212

柳 田布尾山古墳
やないだぬのおや

ま
柳 田字布尾 山 古墳 古墳 弥生土器 ・土師器

阿尾向田遺跡 あおむかいだ 阿尾 散布地 弥生 ・古 代 ・中世 弥生土器 ・土師器

297 15 指崎向山遺跡
さっさきむかいや

ま
指崎 散布地 古代 ・中世 ・近世

須恵器 ・珠洲焼 ・土

製 品
190 ・21 2

29 8 27 上田子遺跡 かみたこ 上 田子 城館 中世 土 師器 182・212

29 9 27 上 田子古墳群 かみたこ 上 田子 古墳 古墳前期 方墳 2基 212 ・22 5
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300 2 2 大浦三蔵古墳 群 おおうらさんぞう 大浦 古墳 古墳 円墳2基 212・225

3 0 1 17 新保南遺跡 しんぼみ なみ SB M 新保 字伊 尾田 集 落 古代 ・中世
須恵器 ・土 師器 ・珠

洲 焼 ・貿易 陶磁

発掘調査で 中世 の溝 ・流路 ・

柱穴列 を確認。
174 ・206 ・212 ・223 ・

24 6・29 5・33 7

30 2 1 5
阿尾 島田古墳 群

・土塁群
あおしまだ A O S D 阿尾

古墳

城館
古墳 ・中世

鉄 槍 ・鉄剣 ・鉄鉄 ・

鉄 製刀子 ・鉄 製鈍 ・

鉄 製 ヤ ス ・ガラス

小 玉 ・石製 管 玉等

（A 1号墳 出土品）

2支 群、前 方 後 円墳1基 ・方

墳1基 ・円 墳11基。A 1号 墳

（前 方後 円墳 ）の 発掘 調 査

で木棺 と副 葬品 を確 認。土
塁群は戦国期 の遺構 か。

204 ・21 1・212・2 14・

22 5・22 7・24 1・260 ・

26 7・28 2・28 4・28 6・

28 8・34 8

30 3 15
稲積 オオヤ チ古 い なづ み お おや

稲積 古墳 古墳

鉄刀 ・鉄製長 剣巨鉄

製刀 子 ・鉄鉱 ・鉄製

2支 群、帆立 貝形 古墳 1茎 ・

前方後円墳 1基 ・前方後方墳

2基 ・円墳4墓 ・方墳12茎。B4 2 04 ・212 ・225 ・34 1・
墳群 ち 鍬鋤 先 ・管玉 ・稟玉

・竪櫛 ・土師器

号墳 （前方後 円墳 ）の発掘

調査 で後 門部 に2基、前 方

部に1墓の埋葬施設を確認。

349・36 1

30 4 15
稲積 ウシ ロ古 墳

群 いなづみうしろ 稲積 古墳 古墳 円墳 1茎、方墳9 墓 （内 1茎

は前方後方墳 か） 204・212 ・225

30 5 15
稲 積城 ケ峰古墳 いなづ みじょうが

稲積
古墳

古墳 ・中世 銅製 品 （堀切内出 円墳2 墓。平成 19年度の試掘
204 ・212 ・225 ・365群 み ね 城館 土） 調査で堀切 ・竪堀を確認。

306 12
字波 コウ ラウラ

遺跡
うなみ こうらうら 字波 散布 地 古代 ・中世 須恵 器・珠洲焼 197・212

3 0 7 12 字波 ヨシダ遺跡 うなみ よしだ 字波 散布 地 古墳 ・中世 土 師器 197・212

3 0 8 18 鞍川中A 遺跡 くらかわなかえー K R K N

－A

鞍 用 字 中 ・大 野

新
散布地 古代 ・中世 ・近世 須恵器 ・珠洲焼 ・土

師器

旧称K B －1遺跡 の北西 地 区。

中世の流路 を確認。 264・29 6

3 0 9 18 K B－2遺跡 け－び－2 K B －2 大野新 ・大野 散布 地 古代 須恵器 遺跡 の大部分 は湿地跡 。 212

3 1 0 18 K B－3遺跡 け－び－3 K B －3 大野 散布 地 古代 須恵器 ・土師器 ・珠

洲焼
遺跡 の大部分 は湿地跡 。 212

3 1 1 2 6 惣領野際遺跡 そ うりょうのぎわ 惣領 集落 古墳前 ・中世 土 師器 ・珠洲焼 ・曲

物 ・青磁人物像

旧称N E 手15遺 跡。掘 立柱建

物・井戸 ・区画 溝 などが検 出

された13～14世紀の集落跡。

220・23 8・239 ・252 ・

25 9

3 12 2 6 惣領浦之前遺跡
そ うりょううらの

惣領 集落
縄文 ・弥生後 ・古

弥 生 土器 ・木製 品 旧称N E 手16遺 跡。弥生後期 220 ・229 ・23 1～

まえ 墳 ・古代 ・中世 （赤漆塗盾 ・団届形

・剣形等）

の赤 漆 塗 盾 等 の木 製 品 出

土。
233 ・236 ・238 ・239 ・

250 ・252 ・259 ・35 2

3 1 3 2 2・26 N E J－17遺跡 えぬい－じえー17 矢田部 散布地 縄文 ・弥生 ・古墳

・古代 ・中近世

縄文土 器・土 師器 ・

須恵器 ・珠洲焼 試掘 調査で は遺構未確 認。 220

3 14 2 2 N E J－18遺跡 えぬい－じえー18 上久津 呂 散布地 縄文 ・古代 ・中世
縄文土器 ・土 師器 ・

須恵器 ・珠洲焼 試掘 調査で は遺構未確認 。 220

3 15

3 16

2 2

18

上久津 呂中屋遺

跡

中尾茅戸 遺跡

かみ くづろなかや

なかおかやど

上久津 呂

中尾

集落

集落

縄文 ・弥生後 ・古

墳 ・古代 ・中世

弥生 ・古墳 ・古代

縄文土器 ・石器 ・獣

骨 ・木製品 ・弥生土

器 ・須恵器角杯

土師器 ・須恵器 ・珠

洲焼

旧称N E手19遺跡。縄文時代

の谷 より土器 ・石 器 ・獣 骨・木
製 品が大量 に出土。縄文 時

代早期 末～前期初頭の月層、

弥生 時代後 期の住居、中世

の掘立柱建 物等も検 出。

旧称N EJ－20遺跡

23 7 ・23 8 ・25 1・25 4 ・

25 8 ・259 ・278 ・279 ・

28 1・30 1・35 5

5 3・208 ・220 ・22 1・

238

2 08 ・25 8・26 3

2 12・25 7・34 1・36 8

3 17

3 18

18

12

大野江 渕遺跡 おおのえぶち

うなみにし

中 尾 ・鞍 川 ・大

野新 ・大野
集落

弥生 ・古墳 ・古代

・中近 世

弥生土器 ・木製品 ・

土師器 ・須恵器

旧称N E十21遺跡。中近世 の

溜池状遺構 を検出。

字波西遺 跡 字波 ・白川 散布地 弥生 ・古墳 ・古代

・中世 ・近世

弥生土器 ・土師器 ・

須恵器 ・珠洲焼

太 刀 ・桂 甲 ・銅 鏡 ・

須 恵器 （筒形器台

旧N E」－27遺跡 （367 ）を統合。

7世紀後～8世紀 ・中世の集落

跡。

319 1 2 脇方西古墳群 わきがたにし 脇 方 古墳 古墳中期 円墳3基 204 ・212 ・22 5

32 0 1 2
宇波城跡

（安居 寺城跡）

うなみじょう

（あん ごじじょう） 字波 城館 中一世 『得田文書』にみえる城郭。 50・20 3・212 ・283

32 1 1 2
字波 安居寺 古墳

群
うなみあんごじ 字波 古墳 古墳 中期 円墳3基 204 ・212 ・22 5

32 2 1 5 指崎大谷古墳群

ビl

さっさきおおたに 指崎 古墳 古墳 方墳5基・長方墳4基 ・円墳5基 20 4 ・212 ・22 5

32 3

32 4

1 5

14 ・15

指崎 北古墳 群 ・

指 崎 城 跡 （指 崎

砦跡）

余川金谷古墳群

さっさききた ・

さっさきじょう

よかわかなや

指崎

余川

古墳

城館

古墳

古墳 ・中世

古墳

方墳4基 と城 郭遺構 が 重複

して存在す る。

3支群 、方 墳 11基 （内1基 は

四 隅突 出 型墳 丘 墓 か）、円

墳8基 。

円墳5基

20 3 ・212 ・225 ・28 3

2 0 4・2 12・22 5・28 8・

30 4

20 4 ・212 ・225
32 5 14 余川田地古墳群 よかわたち 余川 古墳 古墳

326

32 7

328

3 29

3 30

3 3 1

3 32

14

14・18

14

18

1 7・18

2 5

17

加納新池古墳群 かのうしんいけ 加納 古墳 古墳 前方後円墳1基 ・方墳 1基 か。 212・213 ・225

加納南古墳群

（加 納 中 程 古墳

かの うみなみ（か

のうなかほ ど）・ 加納

七分一

泉

上田

鞍骨

小 窪 ・田江

古墳
古墳 ・中世

古墳 ・中世

古墳 ・中世

弥 生 末 ～ 古 墳

初 ・古墳 中期

中世

戦国

円墳 10茎 程度。古墳 の 一部

は山 城 と して 中世 に改変。 212 ・213・22 5・34 2 ・
群主 加納 城跡

七 分 一 古 墳 ・古

墓

泉往易古墳群

上 田古墳 群

鞍 骨岩屋 遺跡

小 窪城 跡

かのうじょう

しちぶいち

いずみゆきやす

うわだ

くらばねいわや

お くぼじょう

城館

古墳

中位墓

古墳

城館

古墳

祭祀

城館

・杯） ・水晶製勾玉

・三輪玉

石造物

石造物 （如 来形石

仏 3 ・片足 踏 み 下

げ 地蔵 1 ・不 明 石

製品 1 ）

能越道 関連 の調査 で は4 茎

で埋葬施設 を確認。

方墳 1基 ・方形塚2基

前 方後円墳1基 ・前方後 方墳

1基 ・円墳2基 ・方墳8基。山

頂 は城郭 として造成 され古

墳 の一部は城郭 関連遺構 の

可 能性 有 り。

円墳2基 ・方墳4基

山腹斜面 を掘 り込ん だ岩屋

に14基 の畠 を穿 ち、4体 の

石 仏が安 置 される。床 面 に

基壇 ない し祭壇有 り。

34 3・35 1

21 2・22 5

126 ・212・213 ・225

2 12 ・213・22 5

8 8・212

2 12 ・283
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遺跡

番号

地図

番号 遺　 跡　 名 ふ りが な 略 号 所　 在　 地 種 別 時　　 代
主 な出土 ・

採集遺物
備　　　 考 主 要 文 献

333 17
田江北古墳 群（田

江 白山社古墳群）

た え きた（た えは

くさんしゃ） 田江 古墳 古墳 初 ・後期 前方後 方墳 1基 ・円墳2基 212 ・213 ・22 5

3 34 1 7・21 久 目城跡 くめじょう 久 目 城館 戦国 212 ・283

3 35 2 0 触坂 古墳 群 ふれ ざか 触 坂 古墳 古墳 円墳8基 ・長 方 墳2基。群 中

に久 目経塚 （069 ）重複 か。 212 ・213 ・22 5

3 36 17 新保 西城跡 しんはにしじょう 新 保 城館 中世 城館類似遺構 か。 212 ・28 3

3 37 17 新保 古墳 群 しんは 新 保 古墳 古墳初 方墳3基 212 ・213 ・22 5

3 38 13 飛 滝城跡 とびたきじょう 谷屋 城館 戦国 50・17 4 ・203 ・212 ・

283

3 39 2 2 万 尾城跡 もおじょう 万 尾 城館 戦国 212 ・28 3・26 8

3 40 14 水 谷城跡 みずたにじょう 余 川 ・上 余 川 ・

柿 谷
城館 南北朝 ・戦国 50・72 弓46・212・

283 ・288

3 4 1 18 泉 谷内口古墳群 いずみやちぐち 泉 古墳 古墳後期 円墳3基 212 ・21 3・22 5

3 4 2 18 中尾喜城古墳群 なかおきしろ 中尾 古墳
弥生末～古墳初

か

方墳2基 と4か所の段上テラス。

城郭関連遺構の可能性有り。 212 ・21 3・22 5

34 3 18 中尾隅崎古墳群 なかおすみ さき 中尾 古墳 古墳後期 円墳4基 ・方墳 1基 212 ・21 3・22 5

34 4 18
中尾茅戸古墳群

なかおかやど 中尾
古墳 弥生末～古墳初

土 師器 ・珠洲焼 （壷

・捨 鉢 ・嚢 ） ・石 造
物

円墳 2基 と区画溝 を確認 。弥

生 末 ～古墳 初 の嚢 を採 集。 212 ・21 3・22 5・26 6 ・
・中世墓 中世墓 ・古墳 後 ・中世 丘 陵先端南側 斜面か ら蔵 骨

器 と見られる珠洲焼壷出土。
296

34 5 18
中尾神 子谷 内古

墳

なか お か み こや

ち
中尾 古墳 古墳後期 円墳 1基 212 ・21 3・22 5

34 6 22 下久津呂古墳 L もくづち 下久津呂 古墳 弥生末～古墳初 方墳 1基 21 2・22 5

34 7 14 谷屋浦出古墳群 たにやうらで 谷屋丸 山 古墳 古墳後期

円墳2基。隣接 す る谷屋B 遺

跡 （091 ）は古墳 群 に伴 う祭

祀 遺跡か。

212・213・22 5

34 8 13 谷屋新堂出古墳 たにやしんどうで 谷屋 古墳 古墳 円墳 1基 212・213・22 5

34 9 7 ・8 姿城跡
す がたじょう

（すがたのしろ） 姿城 ケ峯 城館 戦 国 50 ・203 ・212 ・28 3・

28 8

35 0 29 山川経塚
やまか わきょうづ

か

仏 生 寺 ・高 岡 市

山川 経塚 平安時代 末期
刀子 ・珠洲焼 ・土師

器

白山神社裏 山の頂上 にある

集石 よ り遺物 出土。 212・22 6・293

35 1 15 北八代古墳 きたやしろ 北八代 古墳 古墳
前 方後 円墳1基。北 側 に 前

方後円状地形有 り。 212・22 5

35 2 18 中尾高塚古墳群 なかおたかつか 中尾 古墳 古墳後期 円墳2基 212・213 ・225

35 3 14
柿谷 石戸谷 内古

墳群

かきなやい L とや

ち
柿谷 古墳 古墳 中～後期 円墳4基 212・213 ・225

3 54

3 55

1 8

2 0

鞍川 中B 遺跡 くらかわなかび－

ふれざか しみず

K R K N

ーB

A S O Y

皮西遺跡（

SB N

鞍 用字中 集落
弥生 ・古代 ・中世

・近一世

弥生土器 ・石 器 ・曲

物状 樹皮 製 品 ・須

恵器 ・珠洲焼 ・土 師

器 ・曲物

石器

弥生 土器 ・石器

土 師器 ・古銭 ・石造

物

旧称K B－1遺跡 の南東 地 区。

弥生 時代 中期の河 川跡、中

近世 の溜池状 遺構 を確認。
264・290 ・296

2 12 ・213 ・22 5触坂清水古墳 群 触坂 古墳 古墳 前～中期 前方後 円墳 1基 ・円墳 3基

円墳 1基

356 2 2 大浦 三常寺 遺跡
おお うらさんじょ

うじ
大 浦 散布地 縄文 212 ・245

3 57 2 2 布 施円山古墳 ふせまるや ま 布 施 古墳 古墳 212 ・225

3 58 2 2 探 原古墳 群 ふかわら 探原 古墳 古墳中～後期 円墳8基 ・方墳 1基 212 ・22 5

3 59 18・22 西朴 木古墳群 にしほおの き 西朴木 古墳 古墳中一後期 円墳3基 212 ・22 5

360 15 北八代中山古墳
きたやしろなかや

ま
北八代 古墳 古墳 方墳 1基

旧称 N E」－26遺跡。古代 か ら

中世の遺構 と して井戸 つ毒

等を確認。

旧称N EJ－21遺 跡 の 南 側 地

区

212 ・22 5

36 1 18 朝 日大 山遺跡 あさひおおやま 幸町 集落 弥生末 215

36 2 22 大浦城跡 おおうらじょう 園 ・中島 城館 中世 212

36 3 27 上田子諏訪遺跡 かみたこす わ 上 田子 散布 地 中一世 212

36 4 27 大師 ケ岳遺跡 だいL がだけ
小 竹 ・高 岡 市 西

田 ・太 田
散布地 不 明 時期不明土師器 212

36 5

36 6

16 ・17

1 5

小久 米失 ノ谷 内

遺跡
おぐめやのやち 小久米 ・日名田 散布地 古代 ・中世 ・近世

須恵器 ・土 師器 ・珠

洲焼 212

2 7 7・34 2・34 3
稲積 オ オヤチ南

遺跡

い なづ み お お や

ちみなみ
稲積 集落

集落

古代 ・中世

古代 ・中世

箸 ・杓子 ・漆器皿

土師器・須 恵器 （墨

書土器 含む）・珠洲

焼

須恵器 ・土師器 ・珠

洲焼 ・木柱 ・礎板

367 12 （欠番） 旧N E十27遺跡。字 318）に統合。 257

3 68 18 神 明北 遺跡 しんめいきた 中尾 208 ・22 1・23 4

3 69 17 上田西古墳 うわだにし 上田　　　　　　　　 古墳　 古墳中～後期 円墳 1基 213 ・22 5

3 70

3 7 1

37 2

37 3

37 4

17

18

18

14 ・15

1 5

新保 野際遺跡 しんはのぎわ

おおのなか

しちぶいちどうの

くち

かのうやち

いなづみ あまさか

新保　　　　　　　 散布地　 古代 ・中世 墨害 された須恵器が出土。 246 ・26 9・29 5

大野中遺跡

七分一堂 口遺跡

加納谷 内遺跡

稲積天坂遺跡

大野　　　　　　　　 集落　 古代　　　　　　 須恵器 ・土 師器

弥生土 器・土 師器・

七分一　　　 集落　 柑　　　 志慧 一芸警覧 宝

【：コロロ

縄 文 土器 弓か生 土

加納　　 集落 鷺 古代 ・中世 慈 善 蓋 ‥警 蓋

品・木製品

稲積字 天坂　 集落 慧 譜 代 朋 芸琵 琶慈

旧称N E」－22遺 跡。古代の 集
落跡。掘立柱 建物 ・竪穴 住

居 ・井戸等 を確認。

旧称N E」－23遺 跡。中世の 掘

立柱建 物の ほか、弥生後 ～

古墳初 、古代の遺構を確認 。

旧称N E J－24遺 跡。中世 か ら

近世 の集落跡 。掘 立柱建 物

・区画溝 ・道路 ・井戸 ・石 敷遺
構 を確認。

旧称NE」－25遺跡。弥生・古代・

中近世の集落跡。掘立柱建物・

柵・溝・井戸・溜池等を確認。

257 ・277 ・27 8 ・279 ・

28 7 ・34 2 ・34 3

25 7・27 8・27 9

2 5 7・278 ・279 ・34 1・

34 2・34 3・35 0
！

25 7・27 7・34 2・34 3・

36 8
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遺跡

番号

地図

番号
遺　 跡　 名 ふ りが な 略 号 所　 在　 地 種 別 時　　 代 主な出土 ・

採集 遺物
備　　　 考 主 要 文 献

375 15 稲 積天坂北遺跡
いなづみ あまさか

きた IN A S K 稲積 集落 古代 ・中世 ・近 世

須 恵器 （墨書 土器

「魚」含む）・土師器・

珠洲焼・製塩土器

旧称N E」－28遺 跡。古 代の集

落 跡。掘 立柱 建物 ・井戸等

を確認。

277・34 2 ・34 3

37 6 7 ・12 N E J－29遺跡 えぬい－じえー29 字波 散布地 古代 須恵器 試掘調査 では遺構未確認。 257

37 7 4 ・8 N E手30遺跡 えぬい－じえー30 中波 散布地 中世 珠洲焼

378 7 千人塚 せんにんづか 戸津宮 塚 中世 ・近世
立 石 「キ リー ク」

・石 造物

石動 山大窪通に画する塚 と

立 石。石 動 山合戦 にまつわ

る伝承 が残る。周辺 には 中

世墓 ・近世墓 ・経塚伝承地

が所在する。

96・10 4 ・20 1・244 ・

266

3 79 3 平 沢一里塚遺跡
ひらさわいち りづ

か
平沢 経塚 中世 ・近世 立石 ・一字一石経

立石 とマウンドを有する礫石

経塚 。石動山平沢 道に面す⊃ 244 ・27 3・29 8

3 80 7 長坂 落合中世墓
なが さか お ちあ

い
長坂 中世墓 中世 （13世紀後） 珠洲焼 ・石造物 マウ ン ドと集 石遺構 ・石造

物 を確 認。
244 ・34 0

3 8 1 2 2
西 朴木 フルヤ チ

遺跡
にしほおのきふる

やち
西朴 木 埋納銭 中世 （15世紀頃） 唐 ・宋 銭等1，47 0枚

発見 当時、古銭 は約200枚ご

と6本 程 の塊 になっていた。

別に5，00 0枚 程の古銭 も出土

したが、現存数 は1，470枚 。

244 ・248 ・26 8・28 8

3 82 2 2
西 朴木 ドゥ ガヤ

チ遺跡

にしほおの きどう

がやち
西朴 木 中世墓

中 世 （13後 ～ 14

世紀）
珠洲焼 ・焼骨

成 人男性 1体 分 の焼骨 を納

めた珠洲焼 壷が出土。
244 ・249 ・26 8

3 83 18 ・22
西 朴木 ジ ョウコ

ウジ遺跡

にしほおのきじょ

うこうじ
西朴 木 散布地 古代 ・中世 ・近世

須恵器 ・珠洲焼 ・越

中瀬戸 244

3 84 14 余川片畑横 穴群
よか わか た ば た

け
余 川片畑 横 穴 飛鳥 白鳳

1基の 開口 を確 認。さ らに4

－5基存在か。
235 ・27 1

3 85 18
十 二町矢 崎横穴

群

じゅうにち ょうや

ぎき
十二町矢崎 横 穴 飛鳥 白鳳 開口 して いる1基 を含 め、9

基 の痕跡 を確 認。 266 ・27 1

3 86 12
大境 エ ンニ ヤマ

下洞 窟遺跡

お お ざ か いえ ん

にゃました どうく

つ

O ZE D 大境 洞窟 縄文中期 ・弥生

縄 文土 器 ・弥 生 土

器 ・人骨 ・獣 骨 ・貝

殻 ・石碑

鍾乳石化 した海食洞壁面 に

土 器 ・骨類 ・貝類 が 固着 す

る。本 調査 実 施 後、急傾 斜

対策工事 実施に よ り消滅。

3 ・17 ・23 ・303 ・35 2・

35 3

3 87 17 中村大橋 遺跡 なかむらおおはし N KM O H 中村 散布地 古代 ・中世 須恵器 ・珠洲焼

388 17 天場 山南遺跡 てんぼやまみなみ T B Y M 中村 ・谷屋 散布地 古代 ・近世 土師器 ・古銭

389 17 谷屋上 ノ江 遺跡 たにやかみのえ TNY K E 谷屋 散布地 古代 須恵器 ・土師器

390 2 4 土倉養 安寺壕
つ ちくらようあん

じづ－か
赤毛 （土倉） 塚 不明

南北 に並ぶ3基の塚 。いずれ

も方形 で、1基 の 塚 上 に2箇

所の集石有り。中世のものか。
293

3 9 1 2 2 大浦高山古墳群 おおうらたかやま 大浦字高 山 古墳

伝承地
古墳・中世

前方 後方墳 ないし前方 後円

墳1墓 ・方墳5 墓。「タチの域」

とよばれる城郭伝承地で、古

墳群 の北側 には館 跡ないし

寺院 跡とみられる平坦面 が

複数存在する。＋三塚伝承も

残る。

364
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二三二三三二圭三三∴；二享㍉三吉
1　富山県氷見郡役所1915『古墳二間スル調査』（行政史料）
2　上田三平1918「越中氷見郡大境洞窟内の弥生遺跡」『歴史地理』32巻4号
3　柴田常恵1918「越中国氷見郡字波村大境の白山社洞窟」『人類学雑誌』33－7
4　松村　瞭1918「越中大境洞窟内発見の人骨」『人類学雑誌』33－7
5　松村　瞭1918「新発見の洞窟内遺跡」『教育画報』7つ
6　阿部余四男1919「越中氷見洞窟の獣骨の一部」『人類学雑誌』34つ0
7　小金井良精1919「日本石器時代人の歯牙を変形する風習について」『人類学雑誌』34－11～12
8　小金井良精1920「日本石器時代人の赤き人骨について」『人類学雑誌』35－11－12
9　佐藤伝蔵1920「地学上より見たる越中氷見の洞窟」『地学雑誌』32－177
10　大村正之1921「石器時代及古墳時代遺跡」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第2号
11　大村正之1922「大境洞窟住居址」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第3号
12　大村正之1923「氷見郡加納村加納横穴群」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第4号
13　大村正之・林喜太郎1924「朝日貝塚発掘調査報告」「富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第6号
14　岡本規矩男・大井敏雄・二井一馬1927「越中氷見朝日貝塚人骨発掘予報」『人類学雑誌』42－3
15　後藤守一1927
16　柴田常恵1927
17　長谷部言人1927
18　林喜太郎1927
19　林喜太郎1930
20　林喜太郎1930
21　大村正之1932
22　九里愛雄1932
23　大場磐雄1934
24　湊　　農1935
25　鴫尾正一1937
26　早川荘作1937
27　湊　　農1937
28　片上逸郎1938
29　嶋尾正一1940
30　早川荘作1940
31　市村成人1943
32　嶋尾正一1950

「大境洞窟」『日本考古学』16
「石器時代住居址概論」『石器時代の住居址』
「大境洞窟の遺跡に就て」『先史学研究』
「朝日先住民族遺跡」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第8号
「熊無村横穴古墳」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第10号
「阿尾城址附近史蹟」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第10号
「朝日貝塚東方湊川沿岸の発掘物」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第12号
「阿尾城址」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第12号
「本邦上代の洞穴遺跡」『史前学雑誌』第6巻　第3覚
「越中における陸奥式土器」『考古学』第6巻　第二東　東京考古学会
『郷土史料　一朝日貝塚の土器紋様』
「越中大境洞窟発見の鋼鉄」『中部考古学会彙報』4月号
「越中国氷見町岩上発見の石包丁」『中部考古学会彙報』3月号
「朝日貝塚人上肢骨の人種解剖学的研究」『金沢医科大学解剖学業績』第31冊
「阿尾城祉」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第14号
「越中における弥生式文化の遺物について」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第14号
『宗良親王御遣蹟の研究』八木書店
『阿尾村の指崎古墳　－その発掘について－』氷見郷土学会

33　富山県史蹟名勝天然紀念物調査会・富山考古学会1950『史蹟朝日貝塚第3回発掘報告』
34　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1950『富山県氷見地方横穴古墳調査報告書』
35　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1951『昭和25年度研究調査報告集』
36　林　夫門1951「朝日貝塚の自然遣物」『大境』第1号
37　湊　　農1951「朝日貝塚遺跡内の泥炭地包含層」『大境』第1号
38　嶋尾正一1952「大境の洞窟遺跡」『富山教育』45～48号
39　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1952『朝日長山古墳発掘調査報告書』
40　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1952『氷見郡郷土史家眞』
41　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1953『名勝氷見』　富山県立氷見高等学校
42　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1955「加納横穴古墳発掘報告」「沖布遺跡発掘報告」『氷見高校歴史クラブ報告書No．5』
43　橋本芳雄1955「小窪廃寺の心礎と瓦窯址」『越中史壇』第5号
44　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1956『昭和30年度調査報告集』
45　氷見市文化財保存会1957『大境洞窟遺跡と朝日貝塚』
46　柳原龍完1957「火葬墳墓信仰と北陸地方出土須恵器骨壷考」『越中史壇』第12号
47　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1958『柳田遺跡調査報告書』
48　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1958『名勝氷見』改訂再版　氷見市役所
49　清水一布1960『灘浦誌』
50　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1961『故郷の城址』
51　児島清文1962『氷見市地名考』
52　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1962『名勝氷見』再訂三版　氷見市役所
53　上庄村史編纂委員会1963『上庄村史』
54　氷見市史編修委員会1963『氷見市史』
55　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1964『富山県氷見地方考古学遺跡と遺物』
56　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1964『名勝氷見』再訂四版　氷見市役所
57　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1966「朝日水源地遺跡調査報告」「加納西第22・23号横穴古墳発掘報告」『氷見高校歴史クラブ調査報告書恥．12』
58　湊　　農1966「氷見海岸の人文景観と文化財」『氷見海岸二上山学術調査書』
59　和島誠一編1966『日本の考古学　Ⅲ　弥生時代』
60　鴫尾正一1969『氷見の風土記』氷見市役所・氷見観光協会
61　湊　　農1969「氷見市上久津呂遺跡」『富山考古学会連絡紙』33
62　加納史話編集委員会1970『加納史話』
63　斎藤道保1970「富山県氷見市加納西第22・23号横穴」『日本考古学年報』18
64　湊　　農1970『四十塚遺跡緊急発掘調査と埋蔵文化財の破壊』（パンフレット）
65　西井龍儀1971「氷見市谷屋発見の子持勾玉」『考古学ジャーナル』恥．54
66　富山県1972『富山県史』考古編
67　氷見市教育委員会1972『大境の洞窟遺跡　－その保護』
68　氷見市教育委員会1973『富山県氷見市朝日長山古墳調査報告書』
69　鴫尾正一1975『氷見の風土記』氷見市役所・氷見観光協会
70　氷見市教育委員会1975『富山県氷見市丸殿製塩遺跡調査報告書』
71　氷見市立池田小学校1975『水哉　一池田小学校と校下の歴史－』
72　余川のあゆみ編集委員会1976『余川のあゆみ』
73　児島清文1977「湯山城私考」『富山史壇』第66号
74　稲積教育百年史編纂委員会1978『稲積教育百年　一教育と歴史－』
75　「氷見の文化財」編集委員会1978『氷見の文化財』氷見市教育委員会　郷土読本第3集
76　細川真樹1978
77　富山県教育委員会
78　児島清文1980
79　斉藤　忠1980
80　中葉博文1980
81　氷見市教育委員会
82　氷見市教育委員会
83　細川真樹1980

「加納横穴墓群の諸問題」『学叢Ⅱ』高岡第一学園
1979『昭和53年度富山県埋蔵文化財調査一覧』

「阿尾城史話」『氷見春秋』創刊号

『年表でみる　日本の発掘・発見史』①奈良時代～大正篇　日本放送出版協会
『氷見市地名の研究』
1980『富山県氷見市堀田大久前遺跡発掘調査概報』

1980『富山県氷見市鞍川金谷包含地、一の瀬包含地調査概報』
「朝日横穴墓」『氷見春秋』創刊号
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湊　　農1980
湊　　農1980
富山県教育委員会
松島　洋1981
橋本芳雄1982
氷見市教育委員会
安田喜憲1982
岸本雅敏1983
氷見市教育委員会

「最古の日本人骨か　一幻の泊洞穴人十五年の顛末」『氷見春秋』創刊号
「湊川変遷史雑考」『氷見春秋』第2号
1981『富山県歴史の道調査報告書　一氷見・能登道－』
「氷見十二町潟低湿地の断面露頭」『富山教育』709号
「鞍骨の秘窟」『氷見春秋』第5号
1982『富山県氷見市長坂貴船遺跡試掘調査報告』

「花粉分析から見た富山湾沿岸の縄文前期の遺跡」『小泉遺跡』大門町教育委員会
「富山県における土器製塩の成立と展開」『北陸の考古学』石川考古学研究会
・氷見市立博物館1983『氷見市道跡地図　埋蔵文化財包蔵地所在地地図』氷見市文化財所在地図　‰1

湊　農・児島清文1983「中尾古銭埋置遺跡」『氷見春秋』第7号
岡本恭一1984「加納横穴群」『氷見市立博物館年報』第2号
氷見市教育委員会1984『富山県氷見市小久米古墳群e小久米A遺跡試掘調査報告書』
氷見市教育委員会1984『富山県石動山信仰遺跡遺物調査報告書』
氷見市立博物館1984『石動山信仰文化展　一石動山と越中登りロー』
藤田富士夫1984「〈富山県》特集‥最後の前方後円墳」『古代学研究』第105号
岸本雅敏1985「大境遺跡の製塩土器」『大境』第9号
小島俊彰1985「朝日貝塚の朝日下層式土器再見」『大境』第9号
林　夫門・溝口優司1985「富山県朝日・小竹両月塚出土の縄文時代人骨について」『国立科学博物館専報』18号
氷見市教育委員会1985『富山県氷見市中久米A遺跡発掘調査報告書』
氷見市教育委員会・富山県砂防課1985『富山県氷見市薮田薬師中世墓発掘調査報告書』
氷見市立博物館1985『氷見の石造美術　一石動山山麓を中心として・－』
松浦秀治1985「富山県氷見市泊洞穴から出土した人骨のフッ素含量」『国立科学博物館専報』18号
岡本恭一1986「氷見市朝日本町出土石造物」『氷見市立博物館年報』第4号
佐倉　朔・溝口優司1986「富山県氷見市大境洞窟出土人骨について」『国立科学博物館専報』19号
氷見市教育委員会・八代仙ダム建設計画に係わる文化財調査団1986『八代仙ダム建設計画に係わる文化財調査概報　一地形地質・生物・埋蔵文化財』
平日哲夫1986「富山湾沿岸における縄文時代のイルカ捕獲活動」『大境』第10号
金子浩昌1987「富山・石川県下遺跡の動物骨　一私の踏査史－」『大境』第11号
西井龍儀1987「小窪瓦窯跡」『北陸の古代寺院』桂書房
西井龍儀1987「小窪廃寺」『北陸の古代寺院』桂書房
速川村史編集委員会1987『速川村史』
大野　究1988「稲積西ケ谷内遺跡出土遺物」『氷見市立博物館年報』第6号
高岡　徹1988「堀田城について」『両越地域史研究』創刊号
西井龍儀・林寺厳州・大野　究1988「氷見市囲カンデ窯跡」『大境』第12号
氷見市教育委員会1988『富山県堀田西谷内遺跡試掘調査報告書』
山本正敏
宇野隆夫

小片　保
北　　哲
木立雅朗

小嶋芳孝
124　関　　活

大野　究1988「氷見市十二町潟排水機場遺跡の資料」『大境』第12号
1989「越中における古代手工業生産の様相」『北陸の古代手工業生産』
加藤克知・六反田篤1989「富山県氷見市泊洞穴から出土した人骨の形質について」『人類学雑誌』97－3
小境卓治1989「発見された藤原期の出土仏」『氷見春秋』第20号
1989「北陸における瓦生産」『北陸の古代手工業生産』
宇野隆夫1989「北陸における塩生産」『北陸の古代手工業生産』
1989「北陸における鉄生産」『北陸の古代手工業生産』

i；；至芸≡蔓蓋蓋蓋芸：嘉語源藍菜運墾窯渾票監謡㌫謡画鑑塩蔵文化財調査報告第10冊
128　北陸古代手工業生産史研究会1989『北陸の古代手工業生産』
129　大野　究1990
130　大野　究1990
131　氷見市教育委員会
132　高岡　徹1990
133　宇野隆夫1991
134　大野　究1991
135　氷見市教育委員会
136　西井龍儀1991
137　氷見市教育委員会
138　大野　究1992
139　大野　究1992
140　大野　究1992
141　大野　究1992
142　林寺厳州1992
143　林寺厳州1992
144　佐伯哲也1992
145　大野　究1993
146　奥村秀雄1993
147　佐伯哲也1993
148　高瀬保編1993
149　氷見市教育委員会
150　氷見市教育委員会
151　氷見市教育委員会
152　氷見市教育委員会
153　氷見市立博物館
154　堀　宗夫1993
155　近藤義郎編1994
156　大野　究1994
157　大野　究1994

158　弘源禅寺総合調査団1994『越中二上山と国泰寺』桂書房
159　林寺厳州1994「島崎城」『氷見春秋』第30号
160　氷見市教育委員会
161　氷見市教育委員会
162　氷見市立博物館

163　氷見市立博物館
164　吉岡康暢1994

165　氷見市教育委員会
166　氷見市教育委員会
167　佐伯哲也1995

168　氷見市教育委員会

169　氷見市教育委員会

「余川川流域の遺跡資料」『氷見市立博物館年報』第8号
「久目村の考古資料」『久目村史』

1990『一般国道160号氷見バイパス埋蔵文化財試掘調査報告I』氷見市埋蔵文化財調査報告第11冊
「氷見市南部地域における中世山城とその性格」『富山市日本海文化研究所紀要』第4号
『律令社会の考古学的研究　北陸を舞台として』桂書房
「大境洞窟遺跡発掘調査の周辺」『氷見市立博物館年報』第9号
1991『一般国道160号氷見バイパス埋蔵文化財試掘調査報告Ⅱ』氷見市埋蔵文化財調査報告第12冊
「越中における在地窯の出現」『北陸古代土器研究』創刊号

1992『氷見バイパス関連遺跡調査報告I　山崎城跡　阿尾瀬戸ヶ谷内横穴群』氷見市埋蔵文化財調査報告第13冊
「坪池白坂遺跡の資料」『氷見市立博物館年報』第10号
「虻が島遺跡の考古資料」『氷見市立博物館年報』第10号
「堀田川採集の考古資料」『氷見市立博物館年報』第10号
「千久里城跡発掘調査概要」『氷見市立博物館年報』第10号
「守山城郭群とその採集遺物」『大境』第14号
「小竹山城について」『氷見春秋』第25号
「氷見市中部の城郭について」『氷見春秋』第26号
「朝日長山古墳の墳形について」『氷見市立博物館年報』第11号
『碁石の歩み』
「氷見市内の城郭（1）森寺城址」『氷見春秋』第28号
『図説　富山県の歴史』河出書房新社

1993『氷見市遺跡地図［第2版］』氷見市埋蔵文化財調査報告第14冊
1993『氷見バイパス関連遺跡調査報告Ⅱ　一阿尾島尾A遺跡概報－』氷見市埋蔵文化財調査報告第15冊
1993『県指定史跡阿尾城跡文化財調査中間報告書』
1993『氷見の指定文化財ハンドブック』郷土読本第10集
1993『特別展　身近に遺跡が・‥』
「越中の中世城郭の諸問題」『越中の中世城郭』
『日本土器製塩研究』
「奈良時代の十二町潟」『氷見春秋』第30号
「神代テラヤシキ遺跡について」『越中二上山と国泰寺』桂書房

・富山大学考古学研究室1994『氷見市埋蔵文化財分布調査報告I』氷見市埋蔵文化財調査報告第16冊
1994『氷見バイパス関連遺跡調査報告Ⅲ　阿尾島尾A遺跡』氷見市埋蔵文化財調査報告第18冊
1994『特別展　近世の氷見町と庶民のくらし』氷見市近世史料集成第15冊
1994『特別展　古墳時代の須恵器』
『中世須恵器の研究』吉川弘文館

・富山大学考古学研究室1995『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅱ』氷見市埋蔵文化財調査報告第17冊
1995『朝日貝塚I　一範囲確認試掘調査概要（1）－』氷見市埋蔵文化財調査報告第19冊
「氷見市内の城郭（2）荒山城址」『氷見春秋』第31号

・富山大学考古学研究室1996『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅲ』氷見市埋蔵文化財調査報告第20冊
1996『朝日貝塚Ⅱ　一範囲確認試掘調査概要（2）－』氷見市埋蔵文化財調査報告第21冊

－70－



170　氷見市教育委員会1996『氷見バイパス関連遺跡調査報告Ⅳ　阿尾島田A遺跡　阿尾島尾山砦跡』氷見市埋蔵文化財調査報告第22冊
171　佐伯哲也1996「氷見市内の城郭（3）石場山城址」『氷見春秋』第34号
172　氷見市立博物館1996『特別展　縄文人の祈り』
173　大浦禎一1997「小竹の摩頂山」『氷見春秋』第35号
174　熊無村史刊行委員会1997『熊無村史』
175　橋本正春1997『富山県の考古学　文献と年表』

176　氷見市教育委員会・富山大学考古学研究室1997『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅳ』氷見市埋蔵文化財調査報告第23冊
177　氷見市教育委員会1997『朝日貝塚Ⅲ　－範囲確認試掘調査概要（3）－』氷見市埋蔵文化財調査報告第24冊
178　北陸中世土器研究会1997『中・近世の北陸　一考古学が語る社会史－』
179　大野　究1998
180　大野　究1998
181　橋本正春1998
182　林寺厳州1998
183　氷見市教育委員会
184　氷見市教育委員会
185　氷見市立博物館
186　大野　究1999
187　大野　究1999

「イヨダノヤマ3号墳」『氷見市立博物館年報』第16号
「上目寺行田池出土の資料」『大境』第19号
「氷見市大境洞窟・朝日貝塚の調査記録写真からわかること」『埋文とやま』第61号　富山県埋蔵文化財センタ一所報
「上田子城」『氷見春秋』第38号
・富山大学考古学研究室1998『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅴ』氷見市埋蔵文化財調査報告第25冊
1998『朝日山城跡　一七軒町地区急傾斜地崩壊防止工事に先立つ発掘調査－』氷見市埋蔵文化財調査報告第26冊
1998『特別展　あおによし・しなざかる　一平城京から越中へ－』
「惣領遺跡の出土遺物」『氷見市立博物館年報』第17号
「調査概要報告　日名田1号墳」『氷見市立博物館年報』第17号

188　富山考古学会1999『富山平野の出現期古墳』富山考古学会創立50周年記念シンポジウム発表要旨・資料集
189　氷見市1999　『氷見市史』　9　資料編七　自然環境
190　氷見市教育委員会

191　氷見市立博物館
192　大野　究　2000
193　唐川明史　2000

194　久々忠義　2000
195　多賀令史　2000

196　西井龍儀　2000
197　氷見市教育委員会

198　氷見市教育委員会
199　氷見市教育委員会

200　氷見市教育委員会

・富山大学考古学研究室1999『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅵ』氷見市埋蔵文化財調査報告第27冊
1999『特別展　戦国・氷見　一国人たちの足跡－』
「前期前半の大型前方後方墳　一富山県柳田布尾山古墳」『季刊　考古学』第70号
「柳田布尾山古墳視察感想記」『大境』第20・21号　創立50周年記念合併号
「柳田布尾山古墳について思うこと」『大境』第20・21号　創立50周年記念合併号
「柳田布尾山古墳の測量調査に参加して」『大境』第20・21号　創立50周年記念合併号
「柳田布尾山古墳の発見と調査」『大境』第20・21号　創立50周年記念合併号
・富山大学考古学研究室　2000『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅶ』氷見市埋蔵文化財調査報告第28冊
2000『柳田布尾山古墳　第1次・第2次発掘調査の成果』氷見市埋蔵文化財調査報告第29冊
2000『森寺城跡　一試掘調査の概要－』氷見市埋蔵文化財調査報告第30冊
2000『脇方谷内出中世墓』氷見市埋蔵文化財調査報告第31冊

201　北陸中世考古学研究会　2000『中世北陸の石塔・石仏』

202　麻生　優　2001『日本における洞穴遺跡研究』千葉大学・愛知学院大学講義録　発掘者談話会
203　氷見市教育委員会　2001『氷見の山城』郷土読本第14集

204　氷見市教育委員会　2001『氷見市埋蔵文化財分布調査報告（丘陵地区）I』氷見市埋蔵文化財調査報告第32冊
205　氷見市教育委員会　2001『柳田布尾山古墳　第3次調査の成果』氷見市埋蔵文化財調査報告第33冊

206　氷見市教育委員会　2001『新保南追跡　中山間地域総合整備事業に伴う試掘調査概要』氷見市埋蔵文化財調査報告第34冊
207　深井甚三・米原　寛監修　2001『富山新聞復刊55年記念出版　ふるさと富山歴史館』富山新聞社

208　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2002『能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地試掘調査報告　－NEJ－13・NEJ－14・NEJ－20・

NEJ－21・中尾坊田遺跡・中尾新保谷内遺跡－』富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告第16集
209　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2002『埋蔵文化財調査概要　一平成13年度－』
210　富山市教育委員会　2002『フォーラム　古代越中国の仏教と瓦生産』第3回「奈良時代の富山を探る」フォーラム資料
211　富山大学人文学部考古学研究室　2002『阿尾島田A1号墳　一第1次・第2次発掘調査報告書－』

212　氷見市　2002『氷見市史』　7　資料編五　考古
213　氷見市教育委員会　2002『氷見市埋蔵文化財分布調査報告（丘陵地区）Ⅱ』氷見市埋蔵文化財調査報告第35冊

214　氷見市教育委員会　2002『氷見市埋蔵文化財分布調査報告（丘陵地区）Ⅱ　別冊・阿尾島田A1号墳』氷見市埋蔵文化財調査報告第35冊
215　氷見市教育委員会　2002『朝日大山遺跡　都市計画公園朝日公園整備事業に伴う試掘調査概要』氷見市埋蔵文化財調査報告第36冊

216　氷見市立博物館　2002『特別展　コシの軍団　一古墳時代の武器と武具－』
217　氷見市立博物館　2002『特別展　大境洞窟をさぐる』

218　鹿瀬直樹　2002「氷見の宝匪印塔陽刻板石塔婆」『氷見市立博物館年報』第20号
219　大沢正己・林寺厳州　2003「柳田沖宮遺跡表面採取製鉄関連遺物の金属学的調査」『氷見市立博物館年報』第21号

220　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2003『能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地調査報告　－NEJ－15（惣領野際遺跡）・NEJ－16（惣

領浦之前遺跡）・NEJ－17・NEJ－18・正保寺遺跡・栗原A遺跡e中谷内遺跡・中尾横穴墓群・中尾茅戸遺跡－』富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査
報告第20集
221　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2003『埋蔵文化財調査概要　一平成14年度－』

222　氷見市教育委員会　2003『図説　氷見の歴史・民俗』郷土読本第15集
223　氷見市教育委員会　2003『新保南遺跡　中山間地域総合整備事業に伴う発掘調査報告書』氷見市埋蔵文化財調査報告第37冊

224　氷見市教育委員会　2003『飯久保城跡』氷見市埋蔵文化財調査報告第38冊
225　氷見市教育委員会　2003『氷見市埋蔵文化財分布調査報告（丘陵地区）Ⅲ』氷見市埋蔵文化財調査報告第39冊

226　戸簾暢宏・橋本正春　2003「富山県の経塚」『富山大学考古学研究室論集　蜃気楼　一秋山進午先生古稀記念－』
227　富山大学人文学部考古学研究室　2003『阿尾島田A1号墳　一第3次発掘調査報告書－』

228　青山　晃　2004「古墳時代中期末～後期の土器群について　一氷見市中谷内遺跡出土の土師器・須恵器についての資料紹介－」『富山考古学研究』
紀要　第7号　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所

229　朝田　要　2004「惣領浦之前遺跡出土の漆関連遺物について　－コップ形須恵器を中心に－」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山県文
化振興財団　埋蔵文化財調査事務所

230　荒川和哉　2004「中尾新保谷内遺跡出土の鉄鉢形土器について　一富山県内出土の鉄鉢形土器の集成－」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法
人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所

231石川ゆずは　2004「惣領浦之前遺跡出土の木製品について」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所
232　石川ゆずは　2004「青磁人物像（燭台）について　一惣領浦之前遺跡出土資料の紹介を兼ねて－」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山

県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所
233　内田亜紀子　2004「惣領浦之前遺跡出土の施粕陶器」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所
234　越前慎子　2004「氷見地方の溜池潅漑遺構　一中尾新保谷内遺跡の調査から－」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所
235　大野　究　2004「余川片畑横穴群について」『氷見市立博物館』第22号

236　小出泰弘　2004「惣領浦之前遺跡出土の井戸祭祀」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所
237　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2004『能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地調査報告　－NEJ－19（上久津呂中屋遺跡）・板屋

谷内B古墳群・板屋谷内C古墳群－』富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告第23集
238　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2004『埋蔵文化財調査概要　一平成15年度－』

239　杉山大晋　2004「北陸の中世鋳鉄製品について　一越中の鉄鍋を中心に－」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵
文化財調査事務所

240　鈴木克彦　2004「硬玉製大珠（ビスイ大珠）」『季刊　考古学』第89号
241高橋浩二・黒崎直　2004「氷見市阿尾島田A1号境の調査と能越地方の古墳」『日本考古学協会第70回総会研究発表要旨』

242　富山市教育委員会　2004『フォーラム　奈良時代の富山を探る　－「奈良時代の富山を探る」フォーラム全三回の記録－』
243　中野由紀子　2004「中谷内遺跡出土の緑色凝灰岩片について　－C3地区出土資料の紹介－」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山県文化
振興財団　埋蔵文化財調査事務所

244　氷見市教育委員会　2004『氷見市埋蔵文化財分布調査報告（丘陵地区）Ⅳ』氷見市埋蔵文化財調査報告第40冊
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245　氷見市立博物館

246　廣瀬直樹　2004

247　細江真理　2004

248　宮田進一　2004

第40冊

249　森沢佐歳　2004

250　森田利枝　2004

251　石川ゆずは　2005

務所

252　石川ゆずは　2005

人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′’…．【

；∴三一∴二二∴一；‾＿二∴：三三二二∴∵∴二二‥∴∴こ∵二
化研究所

256　小島俊彰　2005「バスケット型土器と三ツ山装飾環状把手」『大境』第25号　湊　農先生追悼号

257　財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2005『能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地調査幸陪一中尾埋蔵文化財包蔵推定地・NEJ－22
（大野中遺跡）・NEJ－23（七分一堂口遺跡）・NEJ－24（加納谷内遺跡）・NEJ－25（稲積天坂遺跡）・NEJ－27（字波西遺跡）・NEJ－29－』富山県文化振興財
団埋蔵文化財発掘調査報告第28集

258　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2005『埋蔵文化財調査概要　一平成16年度－』

完3警票禁豊莞豊塁孟禁塁芸霊室埋莞孟化禁監禁諸0㌧禁票禁票禁豊古代のかたりべ』

23去芸禁芸233雲漂票票芸差慧完讐芸雷雲芸措霊票豊富要農莞監一豊法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

∴　＿＿∴l∴‾±＋　＿∴一一1㍉二二二二一一∴、二二∴二二二二∴一一、－－∴‾－
265　氷見市教育委員会　2005『千久里城跡』氷見市埋蔵文化財調査報告第42冊

266　氷見市教育委員会　2005『氷見市埋蔵文化財分布調査報告（丘陵地区）V』氷見市埋蔵文化財調査報告第43冊

22芸悪霊票孟品蒜ラ£志行需志2票完諾票漂誓三品孟完の鑑誓票る王者たち」～柳田布削古墳と阿尾島田A1号墳～』
269　廣瀬直樹　2005「新保野際遺跡出土遺物の紹介」『氷見市立博物館年報』第23号

270　廣瀬直樹2005「鞍川D遺跡の丸木舟一出土丸木舟に残る加工痕・使用痕への試論－」『船をつくる、つたえる　和船建造技術を後勘こ伝える会
調査報告書』和船建造技術を後世に伝える会

：：∴‾l二二l‾∴二二‾∴二二二「二二‾l÷∵㍉∴l一二二一二一1－∴1
2‡芸票岩城国怨実需筑豊志豊需言霊慧㌶豊芸呂孟品左誌湯山城戦国物語2005』
276　小谷　超　2006「氷見市仏生寺地区の歴史」『氷見市立博物館年報』第24号

；；；（堪斑避難軍鷲業竿
調査事務所

283　富山県埋蔵文化財センター　2006『富山県中世城館遺跡総合調査報告書』

2g芸雷雲至芸会芸詔考忌孟研悪霊盈霊荒認豊豊。ジェクト富山大学人文学部。本海総合研究プ。ジェクト
平成17年度公問研究会

23冒雷是歪若人芸芸部慧竃監禁霊票誓荒票土孟宗志芸票雪β豊芸濃票票灸慧団法人富山県文化振興財団埋蔵文化
財調査事務所

2004『特別展　とる・たべる・いのる　一縄文人の生活誌－』
「新保野際遺跡試掘調査概要」『氷見市立博物館』第22号

「中谷内遺跡出土の袋状鉄斧」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所

「氷見市西朴木フルヤチ遺跡出土の一括大量出土銭」『氷見市埋蔵文化財分布調査報告（丘陵地区）Ⅳ』氷見市埋蔵文化財調査報告

「西朴木ドゥガヤチ遺跡の焼骨について」『氷見市埋蔵文化財分布調査報告（丘陵地区）Ⅳ』氷見市埋蔵文化財調査報告第40冊
「惣領浦之前遺跡出土の出土文字資料」『富山考古学研究』紀要　第7号　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所

「上久津呂中屋遺跡出土の弧状漆塗木製品」『富山考古学研究』紀要　第8号　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事

「弥生時代中期～古墳時代前期にかけての木製容器　一小型容器・別物桶を中心に－」『富山考古学研究』紀要　第8号　財団法

288　氷見市　2006『氷見市史』
289　氷見市教育委員会　2006
290　氷見市教育委員会　2006

291　氷見市教育委員会　2006
292　氷見市教育委員会　2006
293　氷見市教育委員会　2006

294　氷見市教育委員会　2006

1通史編一　古代・中世・近世

『鞍川D遺跡　鞍川バイパス遺跡群発掘調査報告Ⅱ』氷見市埋蔵文化財調査報告第44冊
『鞍川中B遺跡　鞍川バイパス遺跡群発掘調査報告Ⅲ』氷見市埋蔵文化財調査報告第45冊

『正保寺遺跡　能越自動車道建設に伴う発掘調査報告I』氷見市埋蔵文化財調査報告第46冊
『栗原A遺跡　能越自動車道建設に伴う発掘調査報告Ⅱ』氷見市埋蔵文化財調査報告第47冊

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告（丘陵地区）Ⅵ』氷見市埋蔵文化財調査報告第48冊
『史跡柳田布尾山古墳整備事業報告書』

蟻礎凝滞慧富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所
33雲芸豊富霊雷雲書芸23出窓蒜㌫下票芸禁歪票監孟票怨霊慧芸芸芸莞豊連発掘拒報告』氷見市埋蔵文化財調査報告第49冊

（平成19年1月31日現在）
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＝二三二王三三三三三≒三三壬三圭
前頁までの「氷見市道跡地図文献目録」には、『氷見市道跡地図［第3版］』（初版）を編集していた平成19年1月31日までの情報を記載している。そのため、
本頁では「氷見市道跡地図文献目録」の補遺として、平成19年2月以降、平成20年6月30日までに発表・刊行された文献および、初版で記載が漏れていた文献
のリストを掲載した。なお記載は年代順とし、文献恥．は「氷見市遺跡地図文献目録」の恥に続くものとしてある。

305　富山県氷見郡役所1909『氷見郡志』
306　富山県農会1921『富山顆氷見郡　女良村是調査書』
307　鴫尾正一1936『郷土史料』
308　富山県氷見郡布勢尋常高等小学校編1936『富山願氷見郡　布勢村史』
309　富山県氷見郡阿尾尋常小学校1937『阿尾郷土謹本』
310　児島清文1951『氷見三城志』

311橋本芳雄1954「Ⅱ　関係区域の地誌　第1章　上庄谷農村史の大要」『県営上庄川沿岸用水補給事業　事業誌』富山県農地部耕地課
312　越中史話会1956『越中事典』
313　氷見市文化財保存会1956『氷見の文化財』
314　児島清文1958『余川村史料集』
315　窪村誌編纂委員会1959『窪村のあゆみ』
316　氷見市文化財保存会1960『阿尾の城跡』
317　氷見市文化財保存会1961『唐島』
318　鴫尾正一1963『菊池入道　その城と館』ありそのめぐり同好会
319　富山県教育委員会1966『富山県の文化財　県指定編』
320　富山県教育委員会1967『富山県の文化財　国指定編　追加県指定編』
321　橋本芳雄1970「十二町潟地誌」『県営十二町潟沿岸排水改良事業　事業誌』富山県農地林務部耕地課
322　茨木武義1977『柳田百年史』
323　氷見市企画調整部企画課1978『氷見のいまむかし』氷見市役所
324　橋本芳雄1982「碁石村略史」『かみよかわ』上余川小学校創立百周年統合十五周年記念誌編集委員会編　氷見市立上余川小学校
325　阿尾地区高令者生きがい活動推進協議会1983『阿尾伝承誌』氷見農業改良普及所
326　久目村史編集委員会1990『久目村史』
327　山端作松1991『森寺城雑筆』
328　十三中学校区生徒指導連絡協議会1992『郷土を知ろう』
329　氷見郡校長会編1992『氷見郡郷土誌』復刻版　氷見市教育研究所
330　埼玉県立博物館1993『延る光彩　関東の出土金銅仏』
331　十三地区郷土文化再発見活動実行委員会1993『十三地区の地名』氷見市十三公民館
332　宮田村史編さん委員会1995『宮田村史』宮田校下自治会連絡協議会
333　十三地区郷土文化再発見活動実行委員会1997『十三地区の石造物』氷見市十三公民館
334　坂下　富1998『古太刀も出でし城ケ峰の遠きいわれにはぐくまれ』ノJ、久米小学校歌碑建設委員会
335　藤田富士夫1998「朝日長山古墳の墳丘規模について」『富山市考古資料館報』No．33
336　十三地区郷土文化再発見活動実行委員会1999『十三地区の伝承』氷見市十三公民館
337　氷見市立明和小学校　2002『上庄川中流地域の歴史と文化遺産』
338　久保尚文　2003「小林家文書の飯久保城跡由緒書上」『氷見春秋』第47号
339　西井龍儀　2003「幻の遺跡」『氷見春秋』第47号
340　寺岡　活　2003「長坂地区の板石塔婆」『氷見春秋』第47号
341　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2007『能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地調査報告　加納谷内遺跡隣接地・稲積オオヤチ古
墳群・字波西遺跡』富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告第36集
342　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2007『平成18年度　埋蔵文化財年報』
343　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2007『とやま発掘だより　一平成18年度　発掘調査速報－』
344　佐伯哲也　2007　「縄張りから読み取る海老瀬城の歴史について」『氷見春秋』第55号
345　第4回全国城跡等石垣整備調査研究会実行委員会事務局　2007『第4回全国城跡等石垣整備調査研究会資料集』
346　第14回全国山城サミット連絡協議会三原大会実行委員会　2007『第14回全国山城サミット三原大会』
347　高橋浩二　2007『富山の古墳　一氷見・雨晴の首長と日本海－』　日本海学研究叢書　富山県・日本海学推進機構
348　富山大学人文学部考古学研究室　2007『阿尾島田古墳群の研究　一日本海中部沿岸域における古墳出現過程の新研究－』
349　富山大学人文学部考古学研究室　2007『稲積オオヤチ古墳群　一第1次調査報告書－』
350　中村亮仁　2007「加納谷内遺跡から出土した種実遺体」『富山考古学研究』紀要　第10号　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所
351　西川麻野　2007「甲胃副葬古墳の出現背景　一加納南9号境の評価に向けて－」『富山考古学研究』紀要　第10号　財団法人富山県文化振興財団
埋蔵文化財調査事務所
352　氷見市立博物館

353　廣瀬直樹　2007
354　廣瀬直樹　2007

355　町田賢一　2007
歳文化財調査事務所

356　岩手県立博物館
業団

357　大野　究　2008
358　佐伯哲也　2008

2007『特別展　地震・地すべり・火事・洪水　一災害にまなぶ氷見－』
「大境エンニヤマ下洞窟遺跡出土のへら状貝製品」『氷見市立博物館年報』第25号
「鞍川D遺跡出土の丸木舟に関する覚え書き」『氷見市立博物館年報』第25号
「続・北陸地方における貝塚のあり方　一骨角器について－」『富山考古学研究』紀要　第10号　財団法人富山県文化振興財団　埋

2008『岩手県立博物館収蔵資料目録』第20集　考古Ⅷ　小田島コレクション2次　その1考古資料編　財団法人岩手県文化振興事

「中世氷見湊について」『氷見市立博物館年報』第26号
「縄張りから読み取る中村山城の歴史について」『氷見春秋』第57号

359　全国史跡整備市町村協議会事務局　2008『全国史跡整備市町村協議会会報（平成19年度版）』
360　富山近代史研究会歴史散歩部会　2008『富山県の歴史散歩』歴史散歩16　山川出版社

361　富山大学人文学部考古学研究室　2008『稲積オオヤチ古墳群　一第2次調査報告書－』
362　橋本正春　2008「富山県経塚関係考古資料」『吾々の考古学』和田晴吾先生還暦記念論集刊行会
363　氷見市教育委員会　2008『国指定史跡　大境洞窟住居跡　保全整備事業報告書』

364　氷見市教育委員会　2008『氷見市道跡地図［第3版］監改訂版ヨ』氷見市埋蔵文化財調査報告第51冊
365　廣瀬直樹　2008「稲積城ケ峰古墳群測量調査・試掘調査について　－1号境の測量調査の成果と堀切状遺構の検出－」『氷見市立博物館年報』第26

仁コ

▼り一

366　三辻利一　2008「第Ⅳ章　自然化学分析（4）須恵器の蛍光Ⅹ線分析」『板屋谷内B・C古墳群・堂前遺跡発掘調査報告　一能越自動車道建設に伴

う埋蔵文化財発掘報告Ⅶ一　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所
367　和船建造技術を後世に伝える会　2008『氷見の和船　和船建造技術を後世に伝える会調査報告書Ⅱ』

368　財団法人富山県文化振興財団　埋蔵文化財調査事務所　2008『平成19年度　埋蔵文化財年幸艮』
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氷見市埋蔵文化財調査報告

Ph 書　　　　　　　　　　 名 発行年月 備　　　　 考 文献Ph

1

2

3

4

5

6

7

8

9

『富山県氷見市朝 日長山古墳調査報告書』 1973．3 68
『富山県氷見市九殿製塩遺跡調査報告書』

『富山県氷見市堀田大久前遺跡発掘調査概報』

『富山県氷見市鞍川金谷包含地、一の瀬包含地調査概報』

『富山県氷見市長坂貴船遺跡試掘調査報告』

1975．3 70

1980．3 81

1980ユ0 82

1982．3 89

『富山県氷見市中久米古墳群 ・小久米A 遺跡試掘調査報告書』 1984．3 95
『富山県氷見市中久米A 遺跡発掘調査報告書』

『富山県氷見市薮田薬師中世墓発掘調査報告書』

『富山県堀田西谷内遺跡試掘調査報告書』

『脇方横穴群　 一般国道160号灘浦 トンネル拡幅工事に先立つ埋蔵文化財発掘
調査』

1985．3 102

1985．3 発行は富山県砂防課と連名 103

1988．3 117

10 1989．6 126

11

12

13

14

15

16

17

『一般国道160号氷見バイパス埋蔵文化財試掘調査報告 I 』 1990．3 131

『一般国道160号氷見バイパス埋蔵文化財試掘調査報告 Ⅱ』

『氷見バイパス関連遺跡調査報告 I 山崎城跡　 阿尾瀬戸ヶ谷内横穴群』

1991．3 135

1992．3 137
『氷見市道跡地図 ［第2版］』 1993．3 149

『氷見バイパス関連遺跡調査報告Ⅱ　 一阿尾島尾A 遺跡概報一一』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告 I 』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅱ』

1993．3 150

1994．3 富 山大学考古学研究室と共編 160

1995．3 富 山大学考古学研究室と共編 165

16118

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

『氷見バイパス関連遺跡調査報告Ⅲ　 阿尾島尾A 遺跡』 1994．3

『朝 日貝塚 I 一範囲確認試掘調査概要 （1 ）－』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅲ』

『朝 日貝塚Ⅱ　 一範囲確認試掘調査概要 （2 ）－』

『氷見バイパス関連遺跡調査報告Ⅳ　 阿尾島田A 遺跡　 阿尾島尾山砦跡』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅳ』

『朝 日貝塚Ⅲ　 一範囲確認試掘調査概要 （3 ）－』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅴ』

『朝 日山城跡　 一七軒町地区急傾斜地崩壊防止工事に先立つ発掘調査－』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅵ』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅶ』

『柳田布尾山古墳　 第1次 ・第2次発掘調査の成果』

『森寺城跡　 一試掘調査の概要－』

『脇方谷内出中世墓』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告 （丘陵地区）I 』

『柳田布尾山古墳　 第3次調査の成果』

1995．3 166

1996．3 富 山大学考古学研究室と共編 168

1996．3 169

1996．3 170

1997．3 富山大学考古学研究室と共編 176

1997．3 177

1998．3 富山大学考古学研究室と共編 183

1998．3 184

1999．3 富山大学考古学研究室と共編 190

2000．3 富山大学考古学研究室と共編 197

2000．3 198

2000．3 199

2000．5 200

2001．3 204

200上3 205
34 『新保南遺跡　 中山間地域総合整備事業に伴 う試掘調査概要』 2001 3 206

35 『氷見市埋蔵文化財分布調査報告 （丘陵地区）Ⅱ』 『別冊 ・阿尾島田A 1号墳』

也

2002．3 213
214

36 『朝日大山追跡　 都市計画公園朝 日山公園整備事業に伴う試掘調査概要』

『新保南遺跡　 中山間地域総合整備事業に伴 う発掘調査報告劃

2002．3 215

37

38

39

40

41

2003．2 223
『飯久保城跡』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告 （丘陵地区）Ⅲ』

『氷見市埋蔵文化財分布調査報告 （丘陵地区）Ⅳ』

『鞍川中A 遺跡　 鞍川バイパス遺跡群発掘調査報告 I 』

2003．3 224

2003．3 225

2004．3 244

2005．2

本書

264
42 『千久里城跡』 2005．3

2005．3

265

266
43 『氷見市埋蔵文化財分布調査報告 （丘陵地区）Ⅴ』

44 『鞍川 D 遺跡　 鞍川バイパス遺跡群発掘調査報告Ⅱ』
2006．3 289

45 『鞍川中B 遺跡　 鞍川バイパス遺跡群発掘調査報告Ⅲ』 2006．3 290
46 『正保寺遺跡　 能越 自動車道建設に伴 う発掘調査報告 I 』 2006．3 291
47 『栗原A 遺跡　 能越自動車道建設に伴う発掘調査報告Ⅲ』 2006．3 292
48 『氷見市埋蔵文化財分布調査報告 （丘陵地区）Ⅵ』 2006．3

2007．3

293

303
49

『大境エンこヤマ下洞窟遺跡　 大境地区急傾斜地崩壊対策事業関連発掘調査
報告』

50 『氷見市道跡地図 ［第3版］』
2007．3

2008．7

304

364
51 『氷見市道跡地図 ［第3版］監改訂版ヨ』

その胤埋蔵文化財関連報告書◎刊行物
書　　　　　　　　　 名

『氷見市道跡地図　 埋蔵文化財包蔵地所在地地図』

『富山県石動山信仰遺跡遺物調査報告書』

発行年月 備　　　　 考 文献恥

1983．3 氷見市立博物館 と共編 92

1984 3 96

『八代仙ダム建設計画に係わる文化財調査概報 一地形地質 ・生物 e埋蔵文化財』
1986．12

八代仙ダム建設計画に係わる
文化財調査団と共編 108

『国指定史跡石動山文化財調査報告書　 一人代仙ダム建設計画関連一一』

『県指定史跡阿尾城跡文化財調査中間報告』

『史跡柳田布尾山古墳整備事業報告書』

『国指定史跡　 大境洞窟住居跡　 保全整備事業報告書』

1989．3 石動山文化財調査団と共編 125

1993．3 151

2006．3 294

2008．3 363
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郷土読本
NG 書　　　　　　　　　　 名 発行年月 備　　　　 考 文献NG
1 『氷見の自然と歴史』 19741
2 『氷見の先賢　 第一集』 1976．1 第二集以降は未刊

3 『氷見の文化財』 1978．1 75
4 『氷見の民話』 1980．1
5 『氷見の伝説』 1982．1

6
『氷見の祭 りと獅子舞』

1984．1
別冊 として 『氷見市内獅子舞

『氷見市内獅子舞調査一覧表　 一氷見の祭 りと獅子舞別冊－』 調査一覧表』を刊行

7 『氷見の語 り』 1986．1 『氷見の伝説』の姉妹編

8 『氷見の万葉と郷土文学』 1988．3
9 『氷見の民俗』 1991．1
10 『氷見の指定文化財ハ ンドブック』 19931 152
11 『氷見のうた』 1995．1
12 『氷見のさかな』 1997．1
13 『氷見の巨樹名木』 1999．1
14 『氷見の山城』 2001．1 203
15 『図説　 氷見の歴史 ・民俗』 2003．1 222
16 『氷見のことば』 2005．1

文化財関連報告書◎刊行物
書　　　　　　　　　　 名 発行年月 備　　　　 考 文献NG

『氷見の文化財』 1956．2 氷見市文化財保存会編 313
『大境洞窟遺跡 と朝 日貝塚』 1957．3 氷見市文化財保存会編 45
『虻が 島の生物』 1958．6 氷見市文化財保存会編
『阿尾 の城跡』 1960．3 氷見市文化財保存会編 316
『氷見万葉風土記』 196 0．5 氷見市文化財保存会編

『唐 島』 196 1．3 氷見市文化財保存会編 317
『大境 の洞窟遺跡　 － その保護』 197 2．3 6 7
『氷見 の文化財図録』 1972．3 市制 20 周年記念事業

『十二町潟の オニバス』 197 2．12 田中誠一著
『十二町潟 オニバス発生地緊急調査中間報告 （昭和 47 年度）』 1973．3
『十二町潟 オニバス発生地緊急調査報告 （昭和 48 年度）』 1974．3
『十二町潟 オニバス発 生地調査 中間報告書』 1988．3
『十二町潟 オニバス発 生地調査報告書』 1989．3

『平成三 ・四年度　 氷見市寺社調査報告書　 浄土真宗本願寺派 の部』 1993．3
氷見 市寺社 所蔵 文化 財調査 委

員会編
『斎藤弥九郎 関係資料調査 目録』 1993．6
『佃血秋関係 資料調査 目録』 1993．6

『平成五 ・六年 度　 氷見市寺社調査報告書　 真宗大谷派の部』 1995．3
氷見 市寺 社所 蔵文化 財調 査委
員会編

『国指定天然記念物　 イタセ ンパ ラ保護増殖事業実績報告書』 199 5．3

『平成六 ・七 年度　 氷見市寺社 調査 報告書　 臨済宗国泰寺派 ・浄土宗 ・日蓮宗 e 高
199 6．3

氷 見市 寺社所 蔵文化 財調 査委
野 山真言宗 ・曹洞宗の部』 員会編

『仏生寺川 におけるイ タセンパ ラの生息状況 に関する緊急調査報告書』 200 0．3

『能越 自動車道建設事業 に先立つ神代川 イタセンパ ラ生息環境調査 報告書』 200 1．3
『平成八 ～十二年度　 氷見市神社調査報告書』 200 2．3

『斎藤家寄贈資料 目録』 2003．3

『氷見のイタセンパラ　 平成 12 － 14 年度　 仏生寺川イタセンパラ生息環境調査報告書』 2003．3

『イタセ ンパ ラ天然記念物再生事業報告書 I 』 20 05．3

『イタセ ンパ ラ天然記念物再生事業報告書 Ⅱ』 2006．3

『イタセ ンパラ天然記念物再生事業報告書 Ⅲ』 2008．3 l

圏氷見市関連画治体史一覧
書　　　　　　　　　　 名 発行年月 備　　　　 考 文献恥．

『氷見郡志』 1909．9 富山県氷見郡役所刊 305

『氷見市史』 1963．4 氷見市史編修委員会編 54

『氷見教育百年史』 1972．3 氷見教育百年史編集委員会編

『氷見百年史』 1972．8 氷見百年史編修委員会編

『氷見のいまむかし』 1978．2 氷見市企画調整部企画課編 323

『氷見社会教育のあゆみ』 1994．3 氷見市教育委員会編

『氷見市史』 1 通史福一　 古代 ・中世 ・近世 2006．3 氷見市史編さん委員会編

『氷見市史』 2　通史偏二　 近・現代 2006．3 氷見市史編さん委員会編

『氷見市史』 3　資料編一　 古代 ・中世 ・近世 （一） 1998．1 氷見市史編さん委員全編 288

『氷見市史』 4　資料編二　 近世 （二） 2003．3 氷見市史編さん委員会編

『氷見市史』 4　資料編二　 近世 （二） 別冊　 憲令要略 2003．3 氷見市史編さん委員会編

『氷見市史』 5　資料編三　 近 ・現代 2003．9 氷見市史編さん委員会編

『氷見市史』 6　資料編四　 民俗、神社 ・寺院 2000．7 氷見市史編さん委員会編

『氷見市史』 7　資料編五　 考古 2002．1 氷見市史編さん委員会編 212

『氷見市史』 8　資料編六　 絵図 ・地図 2004．7 氷見市史編さん委員会編

『氷見市史』 9　資料編七　 自然環境 1999．3 氷見市史編さん委員会編 189

『氷見市史』 10　資料編八　 文化遺産 2007．1 氷見市史編さん委員会編 302

『氷見市史』 別巻　 統計 2007．3 氷見市史編さん委員会編

『氷見市史研究』 創刊号 2003．3 氷見市史編さん室編

『氷見市史研究』 第2 号 2003J l 氷見市史編さん室編

※新版『氷見市史』は刊行順ではなく、巻次順に記載した。
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二二三三二手享三三二二≒幸一≡
国指定（8件）
番号 埜　　 別 名　　　　　　　　 称 ふ　　 り　　 が　　 な 所　　 在　　 地 指 定年 月 日
1 考 古 資 料 硬 玉 製大珠 こ うぎ ょ くせ いたい しゅ 個人 蔵 昭和 48 年 6 月 6 日
2
3
4
5

史 跡 朝 日貝 塚
ヽ

あ さ ひかい づか 朝 日丘 5番 25号 （誓 度 寺 ） 大 正 11年 3 月 8 日
史 跡 大 境 洞 窟住 居跡 お お ざかい どう くつ じゅ うき ょあ と 大境 字駒 首　 外 大 正 11年 3 月 8 日

史 跡

　ヽ二ま

柳 田布 尾 山古墳
ヽ

や ない だぬ のお や まこふ ん 柳 田字布 尾 山 34番　 外 平 成 13 年 1月 29 日
天 然 記念 二 耶 い、・オニバ ス発 生 じゅうに　 ょうが たお にば　 ほ っせ い 二 町ヰ唱摘32 2　 ′　の 1 大 正 12 年 3 月 7 日

大 正 15 年 10 月 20 日6
7

天 然 記 念 物

　ヽ二二
上 目寺 の イチ ョウ じ ょうに ち じの い ち ょう 朝 日本 町 16番 8 号 （上 目寺 ）

天 然 記念 物 飯　　 の瓢 箪石 い くぼ の ひ ょうたん い し 飯　　 字 上野　 夕 昭 ‖16 1月 27 日

8 天 然 記 念 物 イ タセ ンパ ラ い たせ んば ら 地域 を定 めず
（万尾 川水 系 ・仏生 寺 川水系 ） 昭和 49 年 6 月 25 日

県指定（且2件）
番 号 種　　　 別 名　　　　　　　　 称 ふ　　 り　　 が　　 な 所　　 在　　 地 指定 年 月 日

9 建 造 物 遺神 社拝 殿　 附棟 札 2 枚 み ち じん じゃはい で ん つ けた りむ なふ
だ に まい 中 田 14 99番 地 （道神 社 ） 平 成 5 年 8 月 18 日

10 彫 刻

寸†▲　仁1

木 造千 手観 世音 菩薩 立像 も くぞ うせ ん じ ゅ か ん ぜ お ん ぼ さ つ
りゅ うぞ う
た ち　 めい　 うだの くに みつ

幸 町 13番 4 号 （千 手 寺） 昭 和 45 年 12 月 19 日

11 工 云 日日 太刀　 銘　 字多 国光 個 人蔵 昭 和 42 年 3 月 25 日
12
13
史 跡
名勝

阿尾 城跡 あお じ ょうせ き 阿尾 字 島尾 502 番 地 昭 和 40 年 1 月 1 日
、′　 寺 の茶 こ う　 ゆ う じの さて い 280 7　　 、′　寺 昭和 40 年 1 月 1 日

昭和 40 年 1 月 1 日14
15
16

天 然 記念 物
天然 記念物
天然 記念 物

長坂 の大 い ぬ くす なが さか のお おい ぬ くす 長 坂字 前 田 598番 地

朝 日社叢 あ さひ し ゃそ う 小 境字 前 田 1番 地 （朝 日神 社 ） 昭 和 40 年 1 月 1 日
、　 の　 つ ば なが　 か ふ ど うの　 一　一つ ば ハ、、場　 279 昭 和 40 年 1 月 1 日

昭和 40 年 1 月 1 日17
18
天 然 記念物
天然 記念物

老谷 の大 つ ば き

　ヽ　l
お い だ にのお おつ ば き 老 谷 12 49番 地

一い　つ な 、、′女 こ まつ な ぎざ くら
か ら しま

粟 、字 こ 10 00 昭 和 40 年 10 月 1 日
昭和 42 年 3 月 25 日19

20
天 然 記念 物
名勝 e天 然記 念物

唐 堅　　 、 中央 町 203 番 地

虻 が島 とそ の周辺 あぶ が し まとその しゅ うへ ん 姿 字浜 898 番 地 昭和 40 年 1 月 1 日

市指定（49件）
番 号

2 1

l　 種　　　 別
絵 画

名　　　　　　　　 称
七　　　　　　　　　　　」Lと▲

ふ　　 り　　 が　　 な
けんぼんちゃくしょくまえだとしいえが ぞう

所　　 在　　 地 指定 年 月 日
葬　　　　 別田 l家 画 丸 の 内 1番 3 5号 （光禅 寺 ）

朝 日本 町 4番 13 号 （光 照寺 ）
朝 日本 町 16 番 8 号 （上 目寺 ）

昭和 43 年 4 月 1 日
昭和 50 年 7 月 10 日
昭和 51 年 6 月 1 日

22 絵 画 絹本 若色 二河 白道 図 けんぽ んち ゃ くしょくにが び ゃ くどうず
23 絵 画 紙本 署色 上 目寺伽 藍絵 図 L はんちゃくしょくじょうにちじが らんえず

24 絵 画

ノ老

絹 本 著 色 騎 獅 文 殊 菩 薩 画
像
とヽと‾ニ土さ　　　、l′

け ん ぼん ち ゃ く し ょ くき し もん じ ゅば
さつが ぞ う

、ヽh

ヽ
朝 日本 町 16 番 8 号 （上 目寺 ）

日

平 成 2年 3月 2 7 日

25
26
彫 刻
彫 刻

木起 電庵 禅 師坐像
木造 聖観 音菩 薩坐 像

も くぞ っこあ んぜ ん じざぞ う
も くぞ う し ょうか んの ん ぼ さつ ざぞ う

久 日14 55番 地 （紹光 寺） 昭和 53 年 1 月 1 日
余　　　　　　 凰 釦 土 刀「

27 彫 刻

畑

中 尾 白 山神 社 木 造 大 目如
来像

と才

なか お は く さん じん じゃ も くぞ うだ い
にち に ょ らい ぞ う

ノ→　　　　　　　　　　 ノ、ヨ三‾可▲

泉 3053 番 地 （白山神社 ）

口

昭和 60 年 3 月 1 日

ログ亥l 子　　　 、　　 堵 老 ソしじしだい こ　 こよ　 い い ，い　　 う　寸 角 問 （加 久 麻神社 ）
朝 日本 町 4番 23号 （蓮 乗寺 ）

平成 元 年 3 月3 0 日
平成 2年 3月 27 日29

30
彫 刻
彫 刻

木造 日蓮 上人 坐像
木造 地蔵 菩薩 立像

lh＿も くぞ うにち れん しょ うにん ざぞ う
、、ゝ　　　　　　　　　　　　ヽヽつ　や　やうぼ　 つ　 ゆ う　 うヾ の　　　　 号 、′い ′ヽ　ヽ

31 彫 刻

ノ老

木 造 延 命 地 蔵 菩 薩 坐 像
（餅喰 地蔵 ）

王ヽと　　　　　　だナ　　　　　ー1一

も くぞ うえ ん め い じぞ うぼ さつ ざぞ う
（もち くい じぞ う）

、ゝ

ヽ
朝 日本 町 16番 8号 （上 目寺 ） 平成 3年 3 月 28 日

ロク亥I 力亘打　肌　巳　 、且 も くぞ っあみ だに ょらい りゅ うぞ う

も くぞ う じ ゅ うい ちめ ん か ん の んぼ さ

つ りゅ うぞ う
ゝ

日　　 日召土 ′ヽ　’

33 彫刻

ノ蕃

木 造 十一面 観音 菩 薩立像

とヽヒ

亨　　 …、寸

小境 3番 地 （大 栄寺 ）

日

平成 8 年 2 月 1 日
34 彫刻 木 短 円空仏 も くぞ っえん くうぶ つ 上泉 57番 地 （安養 寺） 平成 8 年 2 月 1 日
35 工 芸 品 蓮　 寺 の 、鐘 れ ん じ ょう じの ぼん し ょう 朝 日本 町 4番 2 3番 （蓮乗 寺 ）

白川 （白川八 幡社　 大 日堂 ）
坪 池 字酉 越 25 番地　 外
長坂 539番 地 （長坂神 社 ）
本町 4 番 9号 （氷 見市 立博 物館 ）
角 間 （加 久麻神 社 ）
個 人 蔵
本 町 4番 9号 （氷 見市 立画商訂
森寺 1960 番 地 （森寺　 西念 寺）
赤 毛 1010 番 地 （赤 毛　 西 念 寺）
飯 久保 280 7番 地 （光 久寺 ）
朝 日本 町 4 番 13 号 （光照 寺）
本 町 4番 9号 （氷 見市 立博物 館）
小 久 米 （小 久米 神社 ）

昭和 5 4年 12 月 1 日
昭和 5 5年 10 月2 5 日
昭和 6 0年 3 月 1 日
昭和 6 0年 3 月 1 日
昭和 6 3年 3 月 30 日
平 成 元年 3 月 30 日

、即 日27 日
昭和 53 年 10 月 1 日
昭和 55 年 10 月 2 5 日
昭和 55 年 10 月 25 日
昭和 57 年 8 月 27 日
平 成 12 年 3 月 22 日

昭 和 44 年 6 月 1 日
平 成元 年 3 月 30 日

36 工 芸 品 白川八 幡社 の鰐 口 し らが わ はち まん しゃの わ に ぐち
37 工 芸 品 坪 池 の宜酢 つ ぼい けの ほ う き ょうい ん と う
38 工 芸品 長 坂神 社 の獅子 頭 なが さか じん じゃの L L が し ら
39 工 芸品 五柱 社 の鉄 製湯 立釜 いつ は しら し両 面 い ゆだ てが ま
4 0 工 芸品 金 銅虚 空蔵 菩薩 懸仏 ＼．＿こん ど うこ くうぞ うば さつ か け ぼ とけ
4 1 工芸 品 金 銅宝冠 阿 弥 陀如 来坐像 こん ど うほ うか んあみ だ に ょらい ざぞ う
4 2 古 文書 大 窪神 明講 文書 l－＿おお くぼ しんめ い こ うもん じ ょ
4 3 古 文書 西 念寺 寺領 寄進 状 さいね ん じ じ りょう きしん じ ょう
44 古 文書 西念 寺 制札 さいね ん じせ い さつ
4 5 古文 書 光 久寺 古文 書 こう き ゅう じこもん じょ
46 古文 書 蓮如 筆御 文 章 れん に ょひっ ごぶ ん しょ う
47 考古 資料 朝 日長 山古墳 出土 品 あ さ廻 し ゅつ どひん

でん お くぼ はい じとう しんそせ き
、　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ゝ

48 考古 資料 伝小 窪廃 寺塔 心礎 石
49
50

有 形 民俗 文化 財
有形 民俗 文化 財

上 目寺 の梵鐘
聖徳 太子 信仰 関係 資料

じ ょっにち じの ぼん し ょっ
しょうとくたいししんこうかんけい しりょう

朝 日本 町 16 番 8 号 （上 目寺） 昭和 43 年 4 月 1 日
飯 久保 2807 番 地 （光 久寺 ）
泌 田

平 成元 年 3 月 30 日
平 成元 年 3 月 30 日
平 成 3年 3月 2 8 日

5 1 有形 民俗 文化 財 立 山権現 と関係 資料 たて や まごん げ ん とか ん けい し りょう
ば じ ゅうの くひ52

53

有 形 民俗 文化 財
有 形 民俗 文化 財

馬十 の句 碑
　ヽ　　　　　　　JLと▲

P圃
朝 日本 町 16 番 8 号 （上 目寺 ）

1 筑溺 寄進 の　 ム なが さわ　　 ぜ ん　 しんのせ　 ぶつ　 小ん 朝 日本 町 16 番 8号 （上 目寺 ）
小 境 862 番 地

平 成 4年 7月 1 日
昭和 43 年 4 月 1 日

54 史跡 髪塚 か みづ か
55 史跡 森寺 城跡 も りで ら じょ うせ き 森 寺字 城 山2 479 番 地　 外 昭和 48 年 1 月 30 日
56 史跡 加 納横 穴群 か の う よこあ な ぐん 加納 字蛭 子 9 番地 の 1 外 昭和 48 年 3 月 10 日
57 史跡 竹 里 山の 岩屋 堂 ち く りさんの いわや ど う 泉 字 中尾 山2 9番 地 昭和 60 年 3 月 1 日
58 史跡

　ヽ′

有 磯塚 あ りそづか 幸 町 24番 49号 （常 願寺 ） 平成 12年 3月 2 2 日
59 名 勝

　ヽ′

臼が 峰 うすが みね ヽ床鍋 1番 地　 外 昭和 4 4年 6月 1 日
60 名 勝

　ヽ′

藤 波神 社社 叢 ふ じなみ じん じゃし ゃそ う 下 田子 （藤波 神社 ） 昭和 5 4年 12 月 1 日
61 名 勝 布 勢 の円 山 ふせ の まるや ま 布施 1826 番 地 昭和 5 5年 10 月 25 日
62 天 然記 念物 五 柱社 の大 杉 い つ は し らしゃのお おす ぎ 余川 6番 地 25 5 （五柱 社 ） 昭和 4 3年 4 月 1 日

63 天 然記 念物 磯 部神社 社 叢 い そべ じん じゃ しゃそ う 磯 辺 字 中 坪 1045 番 地 （磯 部 神
社） 昭和 4 7年 4 月 15 日

64 天 然記 念物 余 川古 寺 の桜 よかわ こ じの さ くら 余用 字 田地 732 6番 地 昭和 50 年 7 月 10 日
65 天 然記 念物 上 田子 諏訪 の大 杉 か みた ごす わの おおす ぎ 上 田子字 前 田7 24番 地　 外 昭和 60 年 3 月 1 日
66 天 然記 念物 今 蔵神社 のス ダ ジイ林

ヽ

い ま く らじん じゃのす だ じい りん 脇 方 4 64番 地 （今蔵 神社 ） 昭和 63 年 3 月 30 日
67 天 然記 念物 上 久 津 呂 の ツバ キ e キ ク

ザ クラ
か み くづ ろ のっ ぽ き e き くざ くら 上久津 呂字古宮 162 1番 地 平 成 6 年 6 月 1 日

6 8 天 然記念 物 矢 崎 の大 フ ジ や ぎ きのお おふ じ 十二 町字竹 ヶ尻 33 14番 地 平 成 10 年 2 月 27 日
6 9 蓋然 記念 物 蒲 田 の大 ツバ キ か わた のお おつ ば き 蓮 田字営 谷内 9 18番 達 成 18 年 4 月 1 日
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歴史の道百選（平成8年11月　文化庁選定）
番号 名　　　　　　　　 称 ふ　　 り　　 が　　 な 選　 定　 箇　 所 備　　　　 考

33 臼が峰往来 （御上使往来）
うすがみねお うらい （ごじょうしお う 日名田～臼が峰～下石 （石川県宝達志水

江戸時代、巡検便が通った官道らい） 町）

34 石動山道 （大窪道） せ きどうさんみち （おお くぼみち） 見田窪～石動 山（石川県中能登町） 中世における石動 山天平寺へ

の主参道

■万葉歌碑等一覧
庄l 血 Q 白 白 Q 白 凸 白 白 gl 番号

所
諏訪野

上庄川左岸
鞍川 布施

窪

十一 ’

阿尾
加納 床鍋

上田子 下田子
布施 布施

排水機場
有磯高校 御影社 ＿町潟

排水機場

阿尾城跡

登口

八幡神社 臼が峰 国泰寺

バス停前

田子浦

藤波神社
布施神社 布勢神社 在

地
こ　な 山吉こ け　明あ い　布ふ 立た英あ 君主玉登 朝雲之し 伎き多た 之し鹿毛大 ＊　大 ＊　大

碑

と　だ た　の だ　目す や　勢せ ち　遠を 可茹梓竺 凪吾平を 奈な胡こ 都っ奈な伴 鋼　伴 県 伴
あ 欲は ち　雪晋 し　の 年との し　の （ 持 之し路ぢ 伎き乃の 久く美み家 製 家 内 家
弱 者

二　　 あ

ば　の 来きH ひ の　海孟 き　浦亘 多た加か 等と佐さ 石じ能の持 の　持 最　持
な　消け 鳴なの は　の 寄よに 里。良ら 余よ伎き 平を影青郷 紡 卿 古 卿
の　道警 カ：布ふ に　沖雪 せ　寄よ 船去直を 米め許こ 毛も成筈歌 錘 之 の　遊
実みる

（　の　時妄

ず　勢せ

（　散ちの

見みつ

′へ つ　白と

く　す

（、東ある

構賀越圭

（　毛も来え

婆ば能の

′へ波は久く

疎音海孟碑

ノへ 等と之のノへ

形 碑 万　覧
棄　之

巻　光てに

一　る　い

巻　ら　浦三

一　し　み

巻　つ　波寛

一　し　あ

巻 風ゆ自己

一　を　波富
≡ 緒 巻　加が者ば

一　毛も羽は

巻 太だ礼れ

一 古こ之し

芸 技 葦 事
故

閑　地
係 文

九　も　ざ ノヽ　て　の 七　の　り ノヽ　い　い 七　　 咋ふ 八 非ひ気げ 石
見みゆ む　藤音 ば 通宝 た　や 之の 米め爾に 流る 碑 碑
四　む　か
二　　 な

四　か　波寛
○　も　に

三　む　ひ
九

四　み　増ま
○　か　し

四　　 海ヱ
○

誓書；書写 四 些

車　 良 さ 些 九 九　も　に 五 五 五　　 鳥す 九
九

昭和62年 昭和61年 昭和60年 昭和59年 昭和58年 昭和43年 昭和40年 昭和4年 明治36年 明治33年
昭和36年再建

事和2年
（1802）

建
碑

包 庄l 包 ln 血 血 由 由 血 l包 由 番号

臼が峰往来 中央町 上泉 十二町
十二町（矢崎）

矢崎の大フジ
十二町潟

十二町

湖光神社

松田江浜

海浜植物園
本町 鞍川 鞍川 所

関谷出 海鮮館横 泉の杜公園 日宮神社
前

水郷公園
社標 前

中の橋詰 有磯高校 有磯高校 在
地

み　大　大 都っ 多き万 い 布ふ 蓋堤保は 商え 小を見み念書 麻ま高三 し　藤竜 今ミ新雪 ほ　鮪畠

碑

文

建
碑

雪　君　伴 比ひ奈な 胡一乗 や　勢せ し　等と 葉書 船岩明雪ふ 都っ薬毒 づ　浪夏 日うした に　衝っ
降 望 家 美み之し の　の

崎呈
毎　の 来き登と 布ふ 速了ら　ど 太だ故こ く　の 降ふき 蒜 く

る　遠島持 乃の等と 海ま 鳴な萄ぎ 勢芸 遊なめ　ちま 要え地ち 石し影指 る　年亡 出いと
溜 江え流る 来き多 に　の か　須す 水雲 め　　 こ大‡ 能の を　な 雪空の だ　海あ

過盲 鳴な胡 見　神宮 ず 布ふ 海ヱ 真ま情主夫志 奈な も　す の 始楚 さ　人ま
弓て き　の つ　つ 散ち勢せ 之の 輝だ道やのこ 我が 珠富海孟 めい　の む　の

華 貰皇貰。 （ 、白と （　ら　の 跡雪

平成7年

（　懸から　木こ 波は （　と　の ノヘ　ヤ　初彗 ′、わ　と
巻　　 島披夏 し　浦Z 莞 揖 ； 麻ま

平成2年

ぞ 底き 重し　隻 が　も
－ －　古 一　て 一　五わき　き 一　も　　の 一　　 しせ
七

四

八 注 射 七　む　り
、　か
八 む 能否 ロ　　　　よ九　が　み ○　吉よ た

九 念あるい
こ　に よ ロ空　竜 み こTと J　さ

　ヽり四　ひ　ほ 三　　　 ひ 四　も　浪空 四 廻雪の 繁‘与 四　る 四 四　　 火び
○ ○　め　と 九 ○　　　 に 一 れ 海まきぉ － 五 二　　　 の

二　…　ま 五 言 を 九 四 八 ば に 思畠 九

ここ　　　 に こ　　 す 七　　　　 を 九 〇 △

平成17年 平成14年 平成13年 平成11年 平成10年 平成2年 平成2年 平成元年 昭和62年

■氷見市文化財地図（市街図）

有



■氷見市文化財地図（市内全図）

県

【氷見市文化財地図凡例】

・縮尺は、市街図が25，000分の1、市内全図が50，000分の1である。

・市内全図は、市域を四等分して掲載した。

・指定文化財の番号は、「氷見市内指定文化財等一覧」の番号に対応している。なお、指定文化財のうち、個人蔵のものについては記入して
いない。

・血～包の万葉歌碑番号は、「万葉歌碑等一覧」の歌碑番号に対応している。

・本地図記載の内容は、平成20年6月30日現在のものである。
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歴史の道百選

『石動山道（大窪道）』

氷見市の北側、石川県鹿島郡中能登町にそびえる石動山（標高565m）には、古代に発し、中世、近世を通して山岳信仰の一大拠点であった

石動山天平寺（石動寺）が所在していた。盛時には、院坊が360余、衆徒の数およそ3，000人を擁したと伝えられる。

石動山への主な登山道は石動山セロといわれ、特に中世において越中側からの主参道となったのが大窪道である。富山湾に面した阿尾城

下を起点とし、石敷の道、道標、板石塔婆など多数の石造物、寺坊跡などの伝承地が残る。

（参考文献：氷見市教育委員会1984『富山県石動山信仰遺跡遺物調査報告書』ほか）
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小久米神社
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歴史の道再選

『臼が峰往来（御上使往来）』

『臼が峰往来』は、江戸時代には「御上使往来」と呼ばれ、将軍の代替りの際などに諸国を監察するため派遣される巡見使が通る道だった。

能登子浦から臼が峰を越え、関谷出（日名田）へ下った巡見使一行は、田江の御上使宿本陣の安達家で昼食をとり、上庄川沿いに氷見町に達
した0道沿いには、道標（「右見砂道左子浦往来」）や、茶屋場跡などが残る。

また、奈良時代に越中国守大伴家持が諸郡を巡行する際に通った「之乎路（しおじ）」は、この『臼が峰往来』であるとする説が有力である。

（参考文献‥氷見市立博物館2006『特別展臼ヶ峰往来一能登半島付け根を横切る街道－』ほか）
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国指定天然記念物イタセンパラについて

イタセンパラは、天然記念物として国の指定を受けているほか、環境省の定める「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法

律」（種の保存法）により、国内希少野生動植物種に指定されている。そのため、許可なくイタセンパラを捕獲することは、「文化財保護法」

や「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」により禁止されており、違反すると処罰の対象となる。

また、許可なくブラックバスやブルーギルを富山県内で放流することは、「富山県内水面漁業調整規則」により禁止されており、違反する

と処罰の対象となる。

詳細については氷見市教育委員会生涯学習課まで問い合わせていただきたい。

（〒935－0016富山県氷見市本町4番9号TELO766－74－8215）
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亘：三千三∴三主＿千三三二幸三亭二二∵こて

平成19年3月に刊行した『氷見市道跡地図［第3版］』初版の刊行から1年余りが経過した○平成19年度には氷見市教育委員会が実施す

る大規模な発掘調査こそなかったものの、能越自動車道建設に先立つ富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所の発掘調査や、富山大学人

文学部考古学研究室による測量調査が実施され、また氷見市内の遺跡を題材とした論考e出版物も数多く発表された。

このたびの扱訂版ヨの編集にあたっては、平成20年現在の情幸瞳盛り込むべく、再度、内容を精査し、新規のデータの追加と修正を行っ

た。文献目録についても、補遺として平成19年から20年にかけて発表されたものや、初版では記載が漏れていたものの追加を行った。

改訂内容は多岐に渡るため、本稿で初版から改訂版への変更点をまとめておきたい○なお「氷見市遺跡一覧表」では、追加・修正を施し

た項目については、ゴシック体で表記してあるので、参考にしていただきたい。

l。追加した遺跡

大浦高山古墳群（39日

平成20年3月から4月に実施した経営体育成基盤整備事業に先立つ大浦地区の分布調査（後述）に際して、地元の方より丘陵上の城郭伝

承地と塚に関する情報を得た。伝承によると、大浦の雲閑寺背後の丘陵にはかつて「タチの城」と呼ばれる城があり、現在は堀の跡だけが

残る、という。また同じ丘陵に13基の塚があり、あるときお告げによって発掘したが、1基だけは掘らずに残してある、という。これはい

わゆる十三塚伝承に通ずるものであろう。

この情報に基づいて、平成20年3月と6月、計4回にわたり丘陵部一帯の踏査を実施したところ、丘陵南側で6基の古墳を確認した。古

墳は、丘陵最高所に位置する1号境から南側の6号填まで、尾根沿いに一列に並ぶ05号境は前方後方墳ないし前方後円墳、5号墳以外の

5基は方墳とみられる。十三塚伝承の基となったのはこれらの古墳群と推測されるが、伝承と異なり盗掘坑の可能性のある窪みがあるのは

4号墳のみである。

1号境の北側には複数の平坦面が連なり、遠景寺背後の墓地に至る○植林に伴う造成などによって改変されている可能性もあるが、これ

らの平坦面が「タチの城」として伝承されているものと推測される。ただし防御遺構等は確認できず、また麓から登ってくる参道状の登り

道が存在することから、館跡ないし寺院跡と考えられる。なお、丘陵の東側の麓には「舘の下」という小字がある。この地名の由来につい

て、『氷見市地名考』（文献No・51）では、耳浦庄の地頭、耳浦又五郎入道の館跡だったのであろう、としている。耳浦は大浦の旧称であり、

耳浦庄はかつての布勢氷海南岸一帯と推測される。耳浦又五郎入道は、至徳2年（1385）の「足利義満御判御教書案」（『飯尾文書』）に名

前がみえ、耳浦庄を本貫とした在地武士と考えられている（氷見市1998『氷見市史』3資料編一）。

また、同じ丘陵の北側、自営神社の背後に堀切があるとの情報も得たため踏査を行ったが、堀切状の遺構は存在するものの周辺に城郭遺

構とみられる遺構は存在せず、堀切状遺構も道跡の可能性が高いと判断した。
おおうらたかやま

古墳群が所在する丘陵の小字「高山」より、遺跡名は「大浦高山古墳群」とし、包蔵地の範囲には、古墳群北側の城郭伝承地を含めた。

日宮神社背後の堀切状遺構は包蔵地の範囲外とした。

なお、この丘陵の北端部に所在する大浦諏訪遺跡（166）では、かねてから詳細不明の塚状遺構が確認されている。当地における十三塚

伝承は、大浦高山古墳群と大浦諏訪遺跡の塚状遺構を含めて考えるべきかもしれない。

2。範囲等を変更した遺跡

中村城跡（033）

平成20年5月に発表された佐伯哲也氏の論考「縄張りから読み取る中村山城跡の歴史について」（文献No．358）で、主部の西側に位置す

る郭と堀切の存在が明らかとされたため、現地で確認のうえ、城跡の範囲を西側に拡大した。佐伯氏によると、この郭と堀切は本体の縄張

りとは違った性格の縄張りと考えられ、中村城初期の縄張りの可能性がある、という。

稲積川口遺跡（260）

平成20年5月、能越自動車道氷見北ICのアクセス道路である一般県道鹿西氷見線の道路改良に伴う試掘調査を実施した。その結果、古

代を主体とする遺物の散布と遺構（土坑e溝等）を確認した。遺構面は隣接する稲積天坂北遺跡（375）近くまで広がっているため、遺跡

の範囲を西側に拡大した。また遺跡一覧表についても試掘調査結果に基づく追記を行った。なお稲横川目遺跡では、平成20年秋に本調査を

実施し、平成20年度末に報告書を刊行する予定である。

稲積オオヤチ古墳群（303）

平成19年、富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所によって能越自動車道建設に先立つB支群の発掘調査が実施された。また富山大学

人文学部考古学研究室によって、2か年目となるA支群の測量調査が実施された。それらの調査の結果、A支群、B支群ともに新規の発見

や墳形の変更等、新たな知見が加えられた。本書では、平成20年3月刊行の『稲積オオヤチ古墳群一第2次調査報告書－』（文献N。．361）
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に基づき、墳丘の追加や墳形の修正を行い、遺跡一覧表の記述も訂正した。

稲積ウシロ古墳群（304）

これまで方墳9基（前方後方墳の可能性のある1基を含む）、長方墳1基からなる古墳群と考えられていたが、平成20年6月に氷見市建

設課が市道稲積一刻線道路改良事業に先立って実施した稲積ウシロ古墳群の詳細測量の結果、方墳とされていた1号境は円墳、長方墳とさ

れていた2号境は方墳の可能性が高まった。本書では、この成果を反映し、墳形の修正と遺跡一覧表の記述の訂正を行った。

加納南古墳群（327）

平成18年、富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所によって能越自動車道建設に先立つ発掘調査が実施された。初版では現地説明会資

料に基づいて墳丘の概略を図化していたが、本書では、平成19年6月刊行の『平成18年度埋蔵文化財年報』（文献No．342）で発表された調

査概要に合わせて、新規に発見された墳丘を追加・修正を行った。また、同じく初版では現地説明会資料に基づいていた遺跡一覧表の記述

も、同書に合わせて訂正した。

3。名称を変更した遺跡

棚懸城ケ華城跡（176）

これまで、報告書。刊行物によって一の島城跡・棚懸城跡・岩瀬城跡・城ケ峯城跡と複数の名称が混在していた。特に、所在地ではない
たな

岩瀬の地名が冠された名称など、混乱を招いていたことは否めない。そこで本書の刊行にあたり、所在地の字名と俗称地名をとって「棚
がけじょうがみね

懸城ケ峯城跡」と改めることにした。

∠且。遺跡一覧表を追記e修Il二した遺跡

上記1－3にあげた7遺跡以外の遺跡においても、平成19年度以降の調査等により変更点が生じたもの、および初版の時点で内容が不十

分だったものについては、遺跡一覧表の「略号」「種別」「時代」「おもな出土・採集遺物」「備考」等各欄の追記・修正を行った。追記・修

正した遺跡は以下のとおり。

一夜城跡（002）・阿尾城跡（025）。加納中程経塚（031）・小久米A遺跡（043）・上目寺中世墓群（053）・余川谷村遺跡（123）。

触坂広瀬遺跡（148）・久目安楽寺遺跡（157）・大浦諏訪遺跡（166）・岩瀬谷内ノ前遺跡（197）。久目大坪遺跡（204）・

窪シムラ遺跡（234主窪北遺跡（236）・松田江北遺跡（237）弓旨崎向山遺跡（297）・稲積城ケ峰古墳群（305）・字波

西遺跡（318主稲積オオヤチ南遺跡（366）・新保野際遺跡（370）・大野中遺跡（371）・七分一堂口遺跡（372）。加納

谷内遺跡（373）・稲積天坂遺跡（374）・稲積天坂北遺跡（375）・千人塚（378）

そのほか各遺跡の主要文献欄についても、「氷見市道跡地図文献目録補遺」で追加した文献を中心に、適宜、追記を行った。

5．その他の変更点

・分布調査参加者名簿「市内遺跡詳細分布調査事業調査員・調査補助員・調査協力者」および付章「平成18年度分布調査事業・測量調査

の成果」を割愛した。

・「氷見市道跡地図文献目録補遺」を追加した。

・「氷見市教育委員会刊行埋蔵文化財関連報告書・刊行物一覧」を「氷見市教育委員会刊行文化財関連報告書。刊行物一覧」に改め、郷土

読本および文化財関連報告書・刊行物の目録を追加したほか、本書と平成20年刊行の『国指定史跡大境洞窟住居跡保全整備事業報告書』

を追記するなどの修正を施した。また、新たに「氷見市関連自治体史一覧」として、氷見市史ほか、関連出版物の目録を掲載した。

・本書が氷見市の文化財地図としての役割も果たせるよう、「氷見市内指定文化財等一覧」e「万葉歌碑等一覧」。「氷見市文化財地図」を追加した。

なお、今回の改訂で反映していないものとして、経営体育成基盤整備事業に先立つ大浦地区分布調査の成果がある。大浦地区では、平成

20年3月から4月にかけて、同事業によるほ場整備の対象地内を踏査し、遺物の散布状況の確認を行った。その結果、周知の埋蔵文化財包

蔵地である大浦遺跡（080）・堀田サカイ遺跡（244）を中心に、広い範囲で遺物の散布を確認した。採集した遺物は古代から中世を主体と

し、摩滅が著しいものが多い。かなり広範囲に散布しているものの密度は希薄であるため、分布調査の成果を基に新たな埋蔵文化財包蔵地

とすること、あるいは既知の遺跡の範囲を拡大することは見送った。この大浦地区の遺物散布地については、平成20年秋に実施予定の試掘

調査で埋蔵文化財包蔵地とするかどうかを判断したいと考えている。
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表紙挿図出典

表：イヨダノヤマ3号墳出土短甲（文献No．212より）

富山願氷見郡字波村大境白山神社洞窟地層縦断面箇所位置囲（文献No．134付図より）

鞍川D遺跡出土丸木舟転用井戸側材（文献No．289より）

柳田布尾山古墳平面図（文献No．198より）

裏：上目寺中世墓群出土珠洲焼壷（文献No．212より）
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